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             書 

日程第 ９ 委員会の閉会中の継続審査・調査について 
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午前９時３０分開会 

○議長（岡田 勇君） 

 皆さん、おはようございます。 

 本日はご苦労さまです。 

 ただいまから、平成２９年和束町議会第４回定例会を再開いたします。 

 本日の会議を開きます。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、４番、吉田哲也議員、５番、

井上武津男議員を指名いたします。 

 以上の両議員に差し支えのある場合には、次の議席の議員にお願いをいたします。 

 日程第２、諸般の報告を行います。 

 議長より報告いたします。 

 １２月１３日付で、和束町森林組合代表理事組合長 久保雅昭氏から、森林組合に

対する助成金の増額について要望書が出されております。 

 以上で、報告を終わります。 

 日程第３、議案第３６号 平成２９年度和束町一般会計補正予算（第６号）、議案

第３７号 平成２９年度和束町介護保険特別会計補正予算（第３号）、議案第３８号 

平成２９年度和束町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）、以上３件を一括議

題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第３６号から議案第３８号の提案理由を申し上げます。 

 議案第３６号 平成２９年度和束町一般会計補正予算（第６号）は、災害復旧事業、

産地パワーアップ事業、地方創生推進交付金事業、人事院勧告に伴う
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人件費並びに社会資本整備総合交付金の確定に伴う道路舗装維持管理

事業の見直し等において 

 議案第３７号 平成２９年度和束町介護保険特別会計補正予算（第３号）は、保険

事業勘定おける居宅介護サービス並びに介護予防サービス給付費等に

おいて、介護サービス事業勘定における介護予防計画委託料等におい

て 

 議案第３８号 平成２９年度和束町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、

保険基盤安定負担金の確定に伴う後期高齢者医療広域連合納付金にお

いて 

それぞれ予算補正を必要といたしますので、提案させていただいた次第でございます。 

 ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 

 おはようございます。 

 それでは、私からは、議案第３６号のご説明を申し上げます。議案書をよろしくお

願い申し上げます。 

 議案第３６号 

平成２９年度和束町一般会計補正予算（第６号） 

 平成２９年度和束町一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２,５００万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３２億５,６３６万８千円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
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 （地方債の補正） 

 第２条 既定の地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

                          平成２９年１２月１９日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 次のページが第１表でございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順に申し上げます。 

 まず、歳入でございます。 

 １０款地方交付税、１５億７,７８２万５,０００円、５５４万８,０００円、１５

億８,３３７万３,０００円。 

 １２款分担金及び負担金、７,３１２万２,０００円、４０４万３,０００円、７,７

１６万５,０００。 

 １４款国庫支出金、２億６,８７９万５,０００円、△４,４７６万１,０００円、２

億２,４０３万４,０００円。 

 １５款府支出金、１億９,２０８万２,０００円、３,４６６万９,０００円、２億２,

６７５万１,０００円。 

 １７款寄附金、２５万８,０００円、１万５,０００円、２７万３,０００円。 

 １９款繰越金、５,５２９万３,０００円、１,４２８万６,０００円、６,９５７万

９,０００円。 

 ２１款町債、３億８,２２０万円、１,１２０万円、３億９,３４０万円。 

 歳入合計でございます。３２億３,１３６万８,０００円、２,５００万円、３２億

５,６３６万８,０００円でございます。 

 次のページが歳出でございます。 

 １款議会費、５,６２６万１,０００円、９万７,０００円、５,６３５万８,０００

円。 

 ２款総務費、５億９,９３４万９,０００円、１,２５１万２,０００円、６億１,１
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８６万１,０００円。 

 ３款民生費、７億４１２万円、７５５万４,０００円、７億１,１６７万４,０００

円。 

 ４款衛生費、４億４,９３０万９,０００円、１７７万７,０００円、４億５,１０８

万６,０００円。 

 ５款農林業費、１億３,９７２万６,０００円、１,３３４万１,０００円、１億５,

３０６万７,０００円。 

 ６款商工費、７,６６１万８,０００円、５０万円、７,７１１万８,０００円。 

 ７款土木費、３億５４７万円、△９,９７４万２,０００円、２億５７２万８,００

０円。 

 ８款消防費、２億６９２万２,０００円、１０万８,０００円、２億７０３万円。 

 次のページでございます。 

 １０款災害復旧費、２,５４６万９,０００円、８,８０５万３,０００円、１億１,

３５２万２,０００円。 

 １３款予備費、５００万円、８０万円、５８０万円。 

 歳出合計は、歳入合計と同じでございます。 

 次のページでございます。 

 第２表の地方債補正でございます。 

 全て変更ということで、起債の目的として、門前橋整備事業（過疎対策）でござい

ます。 

 補正前の限度額が２,１３０万円。 

 起債の方法が証書借入又は証券発行。 

 利率が、年５％以内（ただし、利率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公共

団体金融機構資金等について、利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の

利率）。 
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 償還の方法、政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合には、

その債権者と協定するものよる。ただし、町財政の都合により、据え置き期間及び償

還期限を短縮し、又は繰上償還もしくは低利に借換えすることができる。 

 補正後の限度額が１,８７０万円でございます。 

 起債の方法、利率、償還の方法は、補正前と同じでございます。 

 以下、起債の方法、利率、償還の方法は、補正前・補正後同様でございますので、

省略させていただきまして、起債の目的と補正前の限度額と補正後の限度額を申し上

げます。 

 橋梁補修事業（過疎対策）、４９０万円、３６０万円。 

 道路舗装維持管理事業（過疎対策）、１,５７０万円、１２０万円。 

 道路舗装維持管理事業（辺地対策）、７００万円、０円。 

 災害復旧事業、２４０万円、３,９００万円。 

 計、５,１３０万円、６,２５０万円でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書、資料Ｎｏ.３６につきましてご説明申し上げま

す。 

 総括は省略させていただきまして、５ページ、６ページをお願い申し上げます。 

 まず、歳入でございます。 

 １０款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税、５５４万８,０００円でご

ざいます。 

 普通交付税を見込んでおります。 

 １２款分担金及び負担金、１項分担金、１目災害復旧費分担金、４０４万３,００

０円。 

 内訳といたしまして、１節農林業施設災害復旧費分担金で２６６万３,０００円、

２節農地災害復旧費分担金で１３８万円を計上させていただいております。 

 １４款国庫支出金、１項国庫負担金、３目災害復旧費国庫負担金で３,４７４万８,
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０００円の補正でございます。 

 １節公共土木施設災害復旧費負担金でございまして、内訳といたしまして、道路橋

りょう災害復旧費負担金で２,７５４万４,０００円、河川災害復旧費負担金で７２０

万４,０００円となっております。 

 １４款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金で１６５万円でござい

ます。 

 これにつきましては、１節総務管理費補助金ということで、地方創生推進交付金の

茶業のリノベーション分でございます。 

 同款、同項、４目土木費国庫補助金で△８,２６５万９,０００円でございます。 

 ３節道路橋りょう費補助金でございまして、内訳といたしまして橋りょう長寿命化

修繕計画補助金で△２７２万円、社会資本整備総合交付金の道路分で△７,９９３万

９,０００円となっております。 

 同款、同項、７目農林業費国庫補助金で１５０万円でございます。 

 これにつきましては、１節農業費国庫補助金ということで、これにつきましても地

方創生推進交付金の茶業のリノベーション分でございます。 

 １５款府支出金、２項府補助金、４目農林業費府補助金で９０１万７,０００円で

ございます。 

 主なものとして、１節農業費補助金で７８４万円でございます。そのうち産地パワ

ーアップ事業補助金で共同工場の製茶機械の更新分でございます。７６１万５,００

０円を計上しております。 

 同款、同項、９目災害復旧費府補助金で２,２５４万４,０００円でございます。 

 １節農林業施設災害復旧費補助金でございます。内訳として、農業用施設の災害復

旧費補助金で１,９７８万４,０００円、農地災害復旧費補助金で２７６万円を計上し

ております。 

 １５款府支出金、３項委託金、１目総務費委託金で２６１万５,０００円の補正で
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ございます。 

 これにつきましては、３節選挙費委託金ということで、４月８日執行されます京都

府知事選挙の委託金でございます。 

 おめくりいただきまして、１９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金で１,４２８万

６,０００円でございます。 

 １節前年度繰越金ということで、純繰越金でございます。 

 ２１款町債、１項町債、４目土木債で△２,５４０万円でございます。 

 １節道路橋りょう債でございまして、過疎対策事業債の門前橋整備事業で△２６０

万円、同じく過疎対策事業債の橋りょう補修事業で△１３０万円、同じく過疎対策事

業債ということで、舗装維持管理事業で△１,４５０万円でございます。それと、辺

地対策事業債で舗装維持管理事業で△７００万円でございます。 

 同款、同項、７目災害復旧費で３,６６０万円の補正でございます。 

 １節農林業施設災害復旧債で１,４４０万円。内訳といたしまして、農業用施設災

害復旧債で１,１６０万円、農地災害復旧事業債で２８０万円となっております。 

 それと、２節公共土木施設災害復旧債で２,２２０万円でございます。そのうち道

路災害復旧事業債で１,７５０万円、河川災害復旧事業債で４７０万円を計上させて

いただいております。 

 続きまして、歳出でございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費で５６３万７,０００円の補正でご

ざいます。 

 主なものといたしまして、給与改定に伴う人件費で２１４万３,０００円、あと、

１１節需用費で１５５万３,０００円でございます。消耗品費で５５万３,０００円、

修繕費で１００万円。これにつきましては、海洋センターのプールの配管の修理等で

ございます。 

 １３節委託料で９５万１,０００円。植木剪定委託料、これも海洋センターに係る
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分でございます。５０万円。あと、電算システムのサポート委託料で３８万１,００

０円となっております。 

 同款、同項、２目企画費で３４６万５,０００円の補正でございます。 

 主なものとして、１９節負担金補助及び交付金で３３０万円。これにつきましては、

和束町地域力推進協議会への負担金でございます。 

 おめくりいただきまして、２款総務費、４項選挙費、６目京都府知事選挙費で２６

１万５,０００円でございます。 

 主なものが、１１節需用費で６９万２,０００円。 

 １３節委託料で４３万円。ポスター掲示場の設置委託料。 

 １６節原材料費で４３万円。これはポスター掲示場等でございます。 

 先ほど申し上げましたように、４月８日に投開票ということになっております。告

示が３月２２日ということになっておりますので、３月分の執行経費を補正で上げさ

せていただいておるというところでございます。４月に係る分につきましては、新年

度予算に計上させていただいております。 

 おめくりいただきまして、３款民生費、１項社会福祉費、３目老人福祉費で３８１

万６,０００円の補正でございます。 

 主なものが２８節の繰出金で３４１万１,０００円、そのうち介護保険事業勘定へ

の繰出金が２７６万２,０００円となっております。 

 ３款民生費、２項児童福祉費、１目児童福祉費総務費で１６５万２,０００円の補

正でございます。 

 主なものが２０節扶助費で１０８万円。これは乳児医療の分でございます。 

 同款、同項、３目保育所費で１０３万２,０００円でございます。 

 主なものが、１１節需用費で８８万４,０００円、そのうち賄い材料費で８１万４,

０００円を計上しております。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、４目環境衛生費で８０万円でございます。 
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 １９節負担金補助及び交付金でございまして、墓地整備事業補助金、これは台風被

害によります湯船地内の墓地に係る分でございます。 

 ４款衛生費、２項清掃費、１目じん芥処理費、９３万８,０００円でございます。 

 主なものが、１９節負担金補助及び交付金で９１万８,０００円。相楽東部広域連

合への負担金でございます。 

 次のページをお願い申し上げます。 

 ５款農林業費、１項農業費、３目農業振興費で７８４万円でございます。 

 １９節負担金補助及び交付金でございまして、主なものが産地パワーアップ事業補

助金で７６１万５,０００円。これにつきましては、グリーンハザマの製茶機械の更

新に係る分でございます。 

 同款、同項、６目農業施設管理費で３２６万円の補正でございます。 

 主なものが１３節委託料で３００万円。「お茶の駅和束」調査設計業務委託料とい

うことで、これはグリンティ和束を核とした施設整備に係るものでございます。  

 ５款農林業費、２項林業費、２目林業振興費、２２３万５,０００円でございます。 

 主なものが、１３節委託料で１９６万８,０００円。これにつきましては、松くい

虫の防除委託料でございます。 

 ７款土木費、２項道路橋りょう費、３目道路新設改良費で△１億円でございます。 

 １３節委託料で２００万円の減額。橋りょう点検調査業務委託料でございます。 

 １５節工事請負費で△９,８００万円となっております。 

 次のページをお願い申し上げます。 

 １０款災害復旧費、１項農林業施設災害復旧費、１目農業用施設災害復旧費で３,

０４３万７,０００円の補正でございます。 

 １５節工事請負費でございまして、農業用施設災害復旧工事費分でございます。 

 同款、同項、２目農地災害復旧費で５５２万円の補正でございます。 

 １５節工事請負費でございまして、農地災害復旧工事費に係るものでございます。 
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 １０款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費、１目道路橋りょう施設災害復旧

費で４,１２９万６,０００円でございます。 

 １５節工事請負費でございます。道路橋りょうの災害復旧工事費でございます。 

 同款、同項、２目河川災害復旧費で１,０８０万円の補正でございます。 

 １５節工事請負費で河川災害復旧工事費になります。 

 １９ページ以降に給与費明細書をつけさせていただいております。また、お目通し

いただきたいと思います。 

 特別会計につきましては、所管課長よりご説明申し上げます。 

 以上でございます。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（岡田博之君） 

 おはようございます。 

 続きまして、私のほうからは、議案第３７号 平成２９年度和束町介護保険特別会

計補正予算について説明申し上げます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第３７号 

平成２９年度和束町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

 平成２９年度和束町介護保険特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところに

よる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 保険事業勘定の既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２,１０５

万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億２,７７６万２,００

０円とし、介護サービス事業勘定の既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ２９万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５５９
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万３,０００円とする。 

 ２ 保険事業勘定及び介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳

出予算補正」による。 

                          平成２９年１２月１９日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 めくっていただきまして、第１表 歳入歳出予算補正でございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順に説明申し上げます。 

 歳入でございます。 

 １款保険料、１億１,３５９万５,０００円、４２２万３,０００円、１億１,７８１

万８,０００円。 

 ３款国庫支出金、１億４,２６２万６,０００円、５７０万１,０００円、１億４,８

３２万７,０００円。 

 ４款支払基金交付金、１億６,１０４万８,０００円、５８５万２,０００円、１億

６,６９０万円。 

 ５款府支出金、８,９５５万１,０００円、２５１万２,０００円、９,２０６万３,

０００円。 

 ７款繰入金、８,７３８万８,０００円、２７６万２,０００円、９,０１５万円。 

 歳入合計、６億６７１万２,０００円、２,１０５万円、６億２,７７６万２,０００

円。 

 めくっていただきまして、続きまして歳出でございます。歳入と同じように、款、

補正前の額、補正額、計の順に申し上げます。 

 １款総務費、９５２万８,０００円、１５万円、９６７万８,０００円。 

 ２款保険給付費、５億５,７８９万９,０００円、２,０９０万円、５億７,８７９万

９,０００円。 
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 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書Ｎｏ.３７、平成２９年度和束町介護保険特別会

計補正予算（第３号）（保険事業勘定）の説明を申し上げます。 

 総括につきましては省略させていただきまして、５ページ、６ページをお願いいた

します。 

 歳入でございます。 

 １款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料、補正額４２２万３,０

００円でございます。 

 これにつきましては、１節現年度分特別徴収保険料３０７万８,０００円、２節現

年度分普通徴収保険料１１４万５,０００円でございます。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、補正額４２８万円でご

ざいます。 

 これにつきましては、１節現年度分介護給付費負担金を見込んでおります。 

 ３款国庫支出金、２項国庫補助金、１目調整交付金、補正額１４２万１,０００円

でございます。 

 １節現年度分調整交付金であります。 

 ４款支払交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、５８５万２,００

０円の補正額でございます。 

 これにつきましても、１節現年度分として見込んでおるところでございます。 

 ５款府支出金、１項府負担金、１目介護給付費負担金、２５１万２,０００円の補

正でございます。 

 これにつきましても、１節現年度分の介護給付費負担金を見込んでいるところでご

ざいます。 

 ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金、補正額２６１万２,０

００円。 
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 １節介護給付費繰入金、一般会計からの分を見込んでおります。 

 あわせまして、同項、４目その他一般会計繰入金、１５万円。 

 １節事務費等繰入金でございます。 

 めくっていただきまして、７ページ、８ページでございます。 

 歳出でございます。 

 １款総務費、３項介護認定審査会費、１目認定調査費等、補正額１５万円でござい

ます。 

 これにつきましては、調査員の賃金に係る増額をお願いいたします。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費、補正額

１,０００万円でございます。 

 １９節負担金補助及び交付金で在宅介護サービスに係る負担金の増額でございます。 

 同款、同項、９目居宅介護サービス計画給付費、補正額２５０万円でございます。 

 １９節負担金補助及び交付金で、これにつきましても居宅介護サービスに係るケア

マネジャーの費用で２５０万円見込んでおります。 

 ２款保険給付費、２項介護予防サービス等諸経費、１目介護予防サービス給付費、

補正額８００万円でございます。 

 １９節負担金補助及び交付金で８００万円。従来からの保険給付費の増ということ

で見込んでおるところでございます。 

 同款、同項、６目介護予防住宅改修費、補正額４０万円でございます。 

 １９節負担金補助及び交付金で要支援の方々に係ります段差解消、手すりの取りつ

け等の保険給付費分の増額でございます。 

 同款、同項、７目介護予防サービス計画給付費、補正額１００万円でございます。 

 １９節負担金補助及び交付金で要支援の方々に係りますケアマネジャー費用で、１

００万円の増額を見込んでおります。 

 めくっていただきまして、９ページ、１０ページでございます。 



― 17 ― 

 ２款保険給付費、４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費、補正額１

００万円でございます。 

 １９節負担金補助及び交付金で、要介護認定に係ります負担上限を超えた方々に係

ります返戻給付の分でございます。 

 ２款保険給付費、５項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス

費、△２００万円でございます。 

 １９節負担金補助及び交付金で△２００万円でございます。 

 議案に戻っていただきまして、続きまして、和束町介護保険特別会計補正予算（第

３号）の介護サービス事業勘定に係ります説明を申し上げます。 

 第１表 歳入歳出補正でございます。 

 歳入でございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順に申し上げます。 

 １款サービス費、２５８万円、２２万円、２８０万円。 

 ２款繰入金、２７２万円、７万３,０００円、２７９万３,０００円。 

 歳入合計、５３０万円、２９万３,０００円、５５９万３,０００円でございます。 

 １ページめくっていただきまして、続きまして、歳出でございます。 

 これにつきましても、款、補正前の額、補正額、計の順に申し上げます。 

 １款総務費、４５１万５,０００円、７万３,０００円、４５８万８,０００円。 

 ２款事業費、６９万７,０００円、２２万円、９１万７,０００円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書、平成２９年度和束町介護保険特別会計補正予算

（第３号）（介護サービス事業勘定）に基づきまして説明申し上げます。 

 総括は省略させていただきまして、５ページ、６ページをお願いいたします。 

 １款サービス収入、１目予防給付費収入、１目居宅支援サービス計画費収入、補正

額２２万円でございます。 
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 １節居宅支援サービス計画費収入、２２万円の増額を見込んでおります。 

 ２款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、７万３,０００円の補正

でございます。 

 １節一般会計繰入金であります。 

 めくっていただきまして、７ページ、８ページをお願いいたします。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正額７万３,０００円でござい

ます。 

 これにつきましては、人件費でございます。 

 ２款事業費、１項居宅介護支援事業費、１目居宅介護支援事業費、補正額２２万円。 

 これにつきましては、１３節委託料、介護予防計画委託料２２万円の増額でござい

ます。 

 ９ページ、１０ページにつきましては、給与費明細が載せております。また、お目

通しのほうをよろしくお願いいたします。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 おはようございます。 

 続きまして、私のほうから、議案第３８号につきましてご説明申し上げます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第３８号 

平成２９年度和束町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 平成２９年度和束町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。 
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 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５７万６,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６,４３７万６,０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                          平成２９年１２月１９日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 めくっていただきまして、第１表 歳入歳出予算補正でございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順に申し上げます。 

 まず、歳入でございます。 

 ３款繰入金、２,４１６万４,０００円、５７万６,０００円、２,４７４万円。 

 歳入合計、６,３８０万円、５７万６,０００円、６,４３７万６,０００円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、５,７５３万円、５７万６,０００円、５,８

１０万６,０００円。 

 歳出合計は、歳入合計と同じでございます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.３８、予算に関する説明書によりましてご説明申し上げま

す。 

 １ページから４ページの総括は省略させていただきまして、５ページ、６ページを

お願いいたします。 

 まず、歳入でございます。 

 ３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、補正額５７万６,０００

円でございます。 

 内訳といたしまして、２節保険基盤安定繰入金でございます。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 
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 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金、１目後

期高齢者医療広域連合納付金、補正額５７万６,０００円でございます。 

 １９節の負担金補助及び交付金として５７万６,０００円の補正でございます。こ

の補正につきましては、今年度の保険基盤安定負担金が決定されたことによりまして、

当初予算編成時よりも増額となっていたため予算補正をお願いするものでございます。 

 以上、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 これより質疑を行います。 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 それでは、一般会計の１３ページ、衛生費のじん芥処理費にかかわってですけども、

今、年末年始を迎えようとしておりまして、ごみ収集のほうも毎年いろいろとご苦労

いただいていると思うんですけども、いわゆるこの間、年末のごみ収集につきまして

は、年度によりましては通常収集以外にも一定配慮いただいた中での収集量を設けて

いただくといった年度もありましたけども、今年度につきましては、そのような措置

といいますか、いわゆる配っていただいている２９年度版のカレンダーでは特にそう

いったものはないんですけども、特に変更はないんでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 岡本議員のご質問にお答えさせていただきたいと思います。 

 今ありましたように、ごみ収集カレンダーというものを配布させていただいており

ますので、特別に別の日の設けての収集ということは考えておりません。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 
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○６番（岡本正意君） 

 それで、一応、このごみ収集カレンダーを逆上って５年分ぐらい振り返って確認を

してみたんですけども、大体、燃えるごみにつきましては、年末から年始の収集開始

までほぼ１週間というのが通常になっております。あと、プラスチックごみですね、

その他プラではなくて容器包装の分ですけども、その分についてが大体１１日間であ

るとか、９日間であるとかですね、そういった傾向が出ております。 

 それでですね、今年度でいいますと、燃えるごみにつきましては、１２月２８日が

最終日になっておりまして、１月４日開始ということで、これは例年とほぼ変わらず

１週間になっております。 

 しかし、プラスチックの関係でいいますと、本年度が１２月２３日が最終収集とい

うふうになっておりまして、２７日がその他プラになっています。ですから、容器包

装のプラスチックごみにつきましては、年始の開始が１月６日ということで、ほぼ２

週間収集がないという状況が今回の日程になっております。これはこの５年間、平成

２４年度から振り返っているんですけども、最大幅なんですね。一番あいた期間にな

っています。 

 特に年末というのは、いろんな年末準備の関係あったりとか、年末や年始の準備も

あったりして、特に容器包装のごみが出やすい時期でもあるんですけども、これは大

変あき過ぎではないかというように思うんですけども、その辺いかがですか。  

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 お答えさせていただきます。 

 手元のほうにカレンダーを持っておりませんので、比較のほうは、議員のほうから

お話をいただいた内容かと思いますけども、生ごみにつきましては、悪臭とか水分と

か出てきますので、早期の回収という形の中で対応させていただけるかなと思うんで



― 22 ― 

すけども、プラスチックごみにつきましては、家のほうの事情もございますでしょう

けど、早急に腐っていくものではないので、今回、ことしの分につきましては日数の

配分の中でそういった事態になったのかというふうに思います。そのあたりよろしく

お願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 今回こういった通常以外の収集日を設けていただいた経過というのは、以前、住民

の方から、やはり年末、大変ごみが出やすいということで、何とか臨時でも、１日で

も収集していただけないかという声がありまして、当時の担当課のほうで検討いただ

いた上で、いわゆるごみ収集車の方も年末のお休みとかある中で申しわけないんです

けども、ただ、そういった意味で検討いただいて設けていただいた経過があります。 

 それでですね、いわゆるプラスチックごみは生ごみと違ってにおわないとか云々と

いうことで、２週間放置してもいいんじゃないか、そういうふうに聞こえるんですけ

ど、ただ、やはり２週間もあくというのは収集業務としては大変問題じゃないかと思

うんですよ。 

 例えば、平成２４年度の収集でいいますと、プラスチックごみというのは１２月２

７日が最終になっています。１月５日開始ということで、これは９日間になっている

んですけど、この２７日というのはいわゆる特別収集になっているんです。通常の収

集日というのは２２日だったんですね。それでいくと、これこそ２週間あきますから、

２７日の日に特別な収集日を設けていただいて、９日間に短縮していただいたという

経過が既に２４年度にしていただいております。そのときとほぼ同じだけの期間があ

くわけですよね。ですので、今回もやはりそれだけの期間、住民の皆さんに収集日な

しということでやっていただくというのはですね、もう少しやはりまだ検討いただく

余地があるんじゃないかと思うんです。 
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 例えば、特別な収集日が設けられないということであれば、ことしは２７日がその

他プラの同時収集になっているんですね。ですから、その日にいわゆる容器包装の分

についても同時に収集していただくということも含めて、今からでもぜひ検討いただ

けないと思うんですけども、いかがでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 平成２４年度の実績の中でどうなっているのか私もわかっておらないんですが、今

おっしゃったように、そういった形で対応ができるようであれば、そのあたり一度持

ち帰らせていただきまして、検討はさせていただきたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 もちろん生ごみにしても１週間あくわけですから、それもどうかとは思うんですけ

ども、ただ、やはりプラスチックごみにしても、かなりかさが大きいものが多いです

よね。そういったものをたくさん置いたまま新年を迎えるというのも、やはり気持ち

的にも、また環境的にも余りよくないことだと思うんです。ですので、今、課長のほ

うから一定検討いただけるという答弁をいただきましたんで、きょうが１９日ですの

で、あと１週間ほどの期間ですから、ぜひやっていただけるんであれば早期に検討い

ただいて、住民の皆さんに周知していただくということがないと、もう出せへんとい

うふうに思っておられると思うんですよね。ですので、ぜひ直ちに検討いただいて、

２７日のその他プラのときの収集に合わせて、最低でもそれはぜひ実施していただけ

るようにしていただきたいと思うんですけども、その辺もう一度お願いできますか。 

○議長（岡田 勇君） 
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 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 既にごみ収集カレンダー、もう配布させていただきまして、臨時的に通常のプラス

チックごみを回収するための周知ができるのか、また、あと、業者のほうにつきまし

ても、プラスチックの再生利用できるリサイクルプラスチックと、それから別のプラ

スチックごみのところ収集につきまして２回手間になるかわかりませんので、そのあ

たり、業者もございますので、とりあえず検討ということでよろしくお願いしたいと

思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 １５ページのほうをお願いします。 

 一般会計補正予算のページなんですけども、この中で土木費が２億４００万円、補

正前の金額が上がっておりまして、その中で約半額の１億円という金額が減額補正さ

れております。この１億円の減額補正されたその背景はどのような形になっておった

のかお知らせいただきたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今の岡田議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 当初２億４,０６７万円の当初予算を上げておりました。結果、１億円の減額をさ

せていただくという形になっております。これにつきましては、過年度等々の事業量

等も含めまして、政治的な判断も含めまして、１億円の減額をとっております。  

 細かいことを言いますと、今までは過去３年ぐらい前までは、通常国会で開かれた
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中での予算が出されます。その後、特別国会で補正予算が組まれます。その中で国庫

補助事業の補正があった時代がございました。そういうのがここ数年ございません。 

 一番極端な例でいいますと、東北震災の後については、そういうような補正がなか

なか回ってないというのが現実でございます。その関係で、当初予算の段階では、今

年度でいいますと、２８年１２月に要望を当初出します。その後、その要望につきま

して年明け早々から議論がなされまして、国のほうから交付金の決定が来ますのが大

体２９年６月になります。この段階で本来上げております２億４,０００万円に対し

て約６５％が交付金になりますので、これに合わせた事業を組みたいということで、

再編をかけます。ことしでいいますと、門前橋に６,０００万円、山口線に１,０００

万円、舗装に１００万円という内定を受けております。この補正後、門前橋につきま

しては、限度額ということで、これだけの工事をしなさいというような状況で国のほ

うから指示額が出ます。これに対しまして、うちのほうとしては工事の進捗を合わせ

まして、工事の組みかえをさせていただいております。 

 本来であれば９月の補正の段階で１億円落としておけばよろしいんですけども、い

やいやまだまだ経済対策に対しての補正があるかということもございますので、この

段階では減額補正を考えとし置いておきました。ただ、１２月の議会でございます。

特別国会等も終わりまして、今年度の補正額はないということが確定しましたので、

今回、事業費を１億円減額させていただいています。 

 ただ、この１億円につきましては、なぜ１億円減額したかという内容になるんです

けども、当初の申請額が国費６５％で申請を出しております。これが２億４６７万円

に対して６５％の補助額でございます。それに対しまして、最終的に来ましたお金に

対して国費を約６５％の分で充て込んだところ、門前橋で事業費４,０００万円、山

口線で２,３００万円、それから長寿命化の橋で１,０００万円、舗装で１００万円と

いう充て込みになりまして、その分の減額補正をかけさせていただいた次第でござい

ます。 
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 通常国会が開けましても、今度は３０年度予算の議論になりますので、今後、国費

の増額はないと。ただ、もう１点、府内で、ある程度、事業の進捗によりまして事業

困難というところがございましたら、その分の少量の予算が回ってくるということも

考えられることもあるんですけども、ほぼ、ことしはそれもないという状況が確認さ

れております。その関係で今回大きなお金になりますけども、１億円減額をしており

ます。 

 通常ですと、去年までは３０年の第１回定例会の補正、もしくはその後の補正で減

額していたものを、今回は早い時期に事業費の整理をさせていただいているような次

第でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 今、説明いただきまして、結構厳しい予算であるなというふうな感触を持ったわけ

なんですけども、それでですね、こういった減額されたことによりまして、今後の和

束町のインフラの整備は、計画どおり耐震の問題とか、あるいは道路整備、あるいは

道路拡張、これについての計画を持っておられると思うんですけれども、これについ

て変更はやっぱりしていかんならん。お金がなくて事業がおくれますから、これに対

する懸念がされるわけなんですけれども、それの計画の変更等についての見通しにつ

いてお願いしたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えいたします。 

 今の事情をそのままいきますと、確かに議員がおっしゃられるとおりに、事業がお

くれているというのが現実でございます。 
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 ２９年度につきましては、例年、交付金事業を中心に事業を策定しておりました。

３０年度につきましては、一部を補助金事業に振りかえたいということで、京都府と

調整に入っております。ですので、今後の事業につきましては交付金事業、プラスア

ルファ補助金事業ということで事業を組みかえていきたいと思っております。これに

つきましては、近畿整備局のほうとも話ができていまして、今回、一橋りょうを検討

するということで話が挙がっております。これは来年６月にならないと明確な答えは

もらえませんけども、一応、３０年度につきましては補助事業のほうで事業を変えて

いきたいということで、事業の見直しをかけております。 

 ただ、現実、今年度につきましてはかなり厳しい交付金予算でございましたので、

若干、工事のおくれについては、ご指摘のとおりおくれておるのが現実でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 今まで交付金事業から、あるいは交付金事業から二本立ての形で補助金をとってい

きたいということですけども、それですと、社会資本整備計画表に基づいて今度は事

業計画をするわけですから、それに対して補助金の申請をすれば、その金額がおりて

くるというふうに理解していいんですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えいたします。 

 基本的には、おおむねそういう内容で結構でございます。 

 ただ、補助金事業ですので、先ほど説明しましたように、和束町における事業箇所

の配分ができなくなります。補助金事業になりますので、例えば、Ａ橋りょうをかけ

かえるとするとすれば、Ａ橋りょうのみの補助金になりますので、そこで若干事業費



― 28 ― 

が調整かけてほかのところに回すというような細かいことができなくなるのが現実で

ございます。そこにつきましても、今後、京都府並びに近畿整備局と協議を行いがら、

できる限り事業におくれがないよう進めたいと思っておりますので、ご理解のほうを

よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 はい、わかりました。 

 ただしですね、いろんな調査機関で道路橋りょう等に関する整備について発表があ

るわけなんですけども、今後５０年間で大体２７兆円ぐらい必要であろうと。それを

地方の町村に戻すと年間１億円５,０００万円ぐらいの金額が必要である。ましてや、

今みたいな金額でやっておられると非常に後々遺恨を残すような、あるいは緊急を要

するような事態が起こる可能性も出てくると思うんです。だから、それについてやは

り国のほうもいろいろと働きかけていただきたいんですけども、地方創生と言いなが

ら、国とか府は地方創生の名のもとに交付金をいただいているわけなんですけども、

こういった減額をされるということは、地方創生に対してマイナスの方向に向いてい

るんじゃないかと、このように私、考えるんですけども、逆行しているんじゃないか

と思うわけなんですけども、その点について町長はどのようにお考えなんですか。  

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 今もご質問にもありましたように、国の流れは補助金の制度から交付金に移りまし

た。その趣旨は何かというたら、それぞれの市町村、末端自治体のいわゆる裁量も入

れられる。いわゆる幅広く取り組めると、こういうプラスがありました。ところが、
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この交付金は、ご案内のとおり、始まってから東北大震災、九州の震災とか、大きな

震災がありました。社会資本整備交付金そのものの枠組みがふえてないと、絶対額が

ふえてないという国の予算状況であります。そして、割り当てというのは非常に厳し

い。そこから総額がまだ落とされて災害に回ると。このようで、今、自治体はそれぞ

れ国において社会資本整備交付金の増額というのがご案内のとおり強く要請をしてい

るところであります。今回見ていると非常に厳しいわけであります。 

 ところが、厳しいので、交付金事業として和束町も非常に道路とか橋りょうとか、

それを充て込んで今までやってまいりました。ところが、割り当てが少ない。プラス

は、例えば門前橋から山口線へ振り分けるという柔軟性ができますが、これでは進捗

がおくれると。こういうことで３０年度から一部補助金を入れてやっていくと、この

二本立てですね。そのことでやっていく。 

 補助金は箇所指定がありますので、融通がきかないという面があります。しかし、

和束町は近畿整備局とも、京都府とも協議をいたしました。そして、その二本立てで

いって、そして早期に仕上げていくと、こういう方向で今、進めているわけでありま

す。そういうことで今、答弁が所管課からも課長が答弁している内容であります。こ

れが今の時代の状況であるわけであります。 

 これを大きく、例えば補助金にしていこうということであってもですね、積極的に

国のほうは補助金制度のもとに戻すという方向にはありません。やっぱり交付金事業

の維持であります。 

 うちの場合は、遅くなるからやむを得ずこういうことで要請をしながらやっておる

と。そして、協議しながらやっていると。これはこういうことであります。将来もこ

の交付金は補助金に変わるということは私はないだろうと。ないというよりも、まだ

近々にはそういうことはなかなかいかない。それよりも社会資本整備交付金の増額を

これからも強く要請してまいりたいと、このように思っております。 

 当然、京都府の町村会の大きな国に対しての要望事項も、また、全国町村会の要望



― 30 ― 

事項に社会資本整備交付金を増額せいというのは項目に入っているわけであります。

そういう状況でありますので、こういう時代の流れの中で有効な事業活用して、そし

て和束町の計画の進捗を早めていきたいと、このように思っておりますので、ご理解

のほうをよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 質疑の途中ですが、ただいまから午前１０時４５分まで休憩します。 

休憩（午前１０時３１分～午前１０時４５分） 

○議長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き質疑を続けます。 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 それでは、先ほどごみ収集の件についてお聞きましたけども、一応、課長のほうか

ら検討するということですけども、町長、やはりこれは毎日の家庭にとっては大変大

事な問題でありまして、これから年末の準備や年始の準備とか本格化していくという

中で、どうしてもごみというのは出やすい時期です。特に、これはよくないとは思う

んですけども、容器包装が大変多いんですね。ちょっと買い物しただけでもすごく出

てしまうという状況が今の状況の中ではどうしても出てくるという問題があります。 

 やはりどんどんどんどんそういうものがたまっていって、２３日以降、収集がない

となればですね、大変長い期間にわかってそういったごみ袋を放置したままというか、

放置はしませんけども、やはり置いたまま年末年始を迎えるということになります。

ですので、最低限でも２７日のその他プラのときには、ごみ収集の方には大変申しわ

けないんですけども、ほかにもし日程がとれないということであれば、ぜひそこは配

慮していただきたいなと思うんですけども、その辺、町長の答弁をいただけますか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 
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○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 先ほど課長のほうからも答弁させていただいておりますように、そうした収集業務

については、カレンダーに載せて、ふつうの収集業務をお知らせしているわけであり

ます。そして、ご質問もありますように、そのほかの事情によって特別に収集しなけ

ればならないということというのも、過去にもそうした例があるようでございますの

で、今の事情というものを十分頭に入れながら検討。また、これは和束町だけではな

しに関係町村とも関係課長が寄って、その辺の対応というのをことしも、今もご質問

がありましたように、非常に長い時期だということでもありますので、先ほど課長が

答弁させていただきましたように、検討させていただくと、こういうことであります。 

 趣旨としては、私も、ご質問いただいていますように、放置されたり、また住民の

不安があるというのは、これは年始当初から余りよろしくない話だろうと思います。

今のご質問をいただいている内容の趣旨も生かしながら、課長のほうでまた検討とい

うことで進めてまいりたいと思いますので、ご理解のほうをよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 検討してできなかったというよりもですね、やっていただけるように、ぜひ検討い

ただきたいと思います。 

 それでは、ごみ収集といいますか、ごみの関係でですね、いわゆるクリーンセンタ

ーの稼働実施が日々迫っておりまして、ことしも年度もあと数カ月という中で、いよ

いよ迫ってきている状況があると思うんですけども、やはりどのような選択肢をとら

れるにしましても、やはり一定そろそろ関係する議会であるとか、また、住民の皆さ

んに一定の方向を示すべき時期だと思うんですね。全く今までのところは具体的など
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うするという方向は示されていないわけですけども、そこは今現時点でどのような状

況なのか、その辺どうでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 焼却施設につきましては、国の補助金を入れて、そして事業を開始しているわけで

す。施設そのものは国の補助金の適化法に抵触する事業であるわけですから、そうし

た事業の運営に進めていくというのが、これは基本的であります。 

 ところが、地域の事情、和束町の事情、地区の事情によって２０年間というのは協

定で結ばせていただいていました。当然、施設は焼却可能な施設で、運営可能な施設

でありますので、基本はやはり地域にお願いすると、こういうことになるのがもとで

あります。 

 ところが、今までの２０年間の住民の意向もあるわけですから、これを大事にして

いかなきゃならないわけで、そういうことで、今、質問がありましたように、当然進

めていきますのは住民の理解をいただくと、こういうことであります。 

 ところが、今、地域の実情もあるわけでありますので、こうしたタイミングを見な

がら進めているわけでありまして、とにかく施設のある地元が一番さきに進めていか

なきゃならんと、こういうことで、この３町村のある和束町にあるわけですから、和

束町は既にそういった地域とも考え方等について進めているわけでありまして、年を

明けることによって、さらに一歩前進させていきたいということを東部じん芥のほう

でも答弁させていただいているところであります。そういう方向で進めてまいりたい

と、このように思っているところでありますので、ご理解のほうをよろしくお願いい

たします。 

○議長（岡田 勇君） 
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 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 それでは、前にもその点については伺いましたけども、どのような形になるのかは

別にしましても、いわゆる選択肢として、一定、有識者会議ですか、懇談会というと

ころから報告がありましたのも１年半ほど前の話でありまして、それを受けて連合議

会の議員さんにも全協を開いていただいてお話があったのも１年以上たっております。 

 その間、連合議会でも、どうするのかといったようなことが繰り返し議論されてい

るようですけども、やはりこれは地元の方の理解ということはもちろん大事ですし、

そことの関係抜きに進まないわけですけども、ただ、ごみの収集であるとか、こうい

ったものについては全ての住民の皆さんがかかわる問題です。方向性によっては大変

困難になってしまうとか、いろんなことが起こってくるわけで、地元の方だけの問題

じゃなくて、全ての住民の方のごみをどうするかということにつながりますから、や

はり一定のどうしていくのかという方向性が示されないと、どうなのかと思うんです

よね。 

 それで、今、年を越して一定前に進めたいという話が連合議会でも話があったとい

うことがありましたけども、やはりもうそろそろ、いつまでに各議会にも、また住民

の皆さんにもこういった方向で考えているといったようなめどというのも持って進め

ていただいているとは思いますけども、その辺の一定の方向性を出していただける時

期というのは、めどはあるんでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 先ほど考え方を答弁させていただいたんですが、基本的には、さらにお願いしてい

くということであるわけなんです。 
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 ご案内のとおり、これは非常に難しい問題であろうと思います。いつからスタート

しても問題の解決の当たるところは同じだろうと。だから、最悪の状態というのはや

っぱりあるわけであります。お願いをし続けていかなきゃならんときで、とまること

もあるわけであります。協定は期限が決まっていますから。 

 しかし、今、言われましたように、ごみについては市町村、それぞれの末端自治体

の搬送によったら、これは責務であります。その責務の行使は、その処理が話し合い

でつかないと。話し合いの最中やということになれば、その最中の中での処理の仕方

があります。そのときの緊急避難として、いわゆる西部じん芥にお願いできるのか、

また、民間でお願いするのか、この辺があるわけであります。そういったところの十

分方法を見据えて進めると。 

 いわゆる今、心配しておられるのが、もう話がつかなかったら、そんで終わってし

まうという前提のもとに今ご質問いただいておりますが、それはそれとして、先ほど

の搬送もありますので、施設はそれで終わったと。終われば今までの補助金を返さな

きゃならんわけですから、そんなもんではないわけで、これはやっぱりお願いしてい

かなきゃならない。しかし、相手のある話です。相手のある話がなかったら、そんで

終わるのか。そうじゃない。収集はできないのか。できない。これは市町村の責務が

あるわけですから、当然、収集業務を続けていく。そして、西部は簡単に入れてくれ

るか。入れてくれない。入れてくれないときは民間に緊急避難処置をとるという最悪

の状態もあると。そうし続けてお願いをし続けていく、こういう方向が一番はっきり

した話であろうというように思っておりますので、ご理解のほうをよろしくお願いし

ます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 今、言われたことは、それはそうだと思うんですけども、ただ、やはり今、言われ
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たように、いわゆるあの施設そのものは町長がよく言われるように、２０年たったら

壊れるとか、使えなくなるとかいうもんじゃなくて、使えるもんだというふうであり

ますけども、ただ、やはり住民の皆さんとのいわゆる協定では、２０年というふうに

決めて、特に、例えば協定の中にも、その後、随時協力するとかいうことそのものも

多分書いてないと思うんですよね。ですから、一定２０年という期限はあると。  

 仮に例えばほかの西部じん芥であろうが、民間であろうがお願いするにしても、じ

ゃあ、もうだめだったから、あしたからお願いしますというわけにはいかないわけで

すよね。一定の期間の話し合いというか協議があって、向こうが受け入れていただけ

るかどうか、向こうのつもりというものもあるわけですから、一定どこかで区切って

話を進めていかないと、それこそやはりごみの行きどころがなくなってしまうという

事態になる可能性というのがあるわけですから、そういう点で、いつまでにとか、例

えば１年前までなのか、一定そういう区切りというものは持っておられると思うんで

す。１０日前とか１カ月前までねばって、それでだめだったらお願いするなんていう

ことは多分ないと思うんですね。だから、その辺もう少しどの程度をめどにそういう

話を進めようとされているのか、そこはわかりませんか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 今の段階では速やかにやりたいと、このように思っております。東部でも新しい年

から積極的に開始していかなきゃならんと、このように思っております。 

 それと、収集業務についても、見積もりをとっていく段階でも方法が違ってくると

思うんです。いわゆる手段を入れて見積もりをとっていかなきゃならんというように

思っております。そういうことが速やかに年明けからやっていかなきゃならんと、こ

のように思っております。それと、これも東部じん芥でそのように答弁させていただ

いております。 
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 そして、施設にも、先ほども今回の議会の中でも修理等に入れました。最小限の修

理は入れさせてもらっておりますけども、補助金が入っておりますので、やっぱりこ

れは地元には２０年と終わりましたが、新たな問題として続けさせていただきたい。

お願いはしていく必要があろうというように思っております。しかし、相手のある話

ですから、相手のなしに強引にやるというわけにはいかないと。この前提のもとに進

めてまいりたい。速やかにこうしたことを全部進めていきたい。今からもやらなきゃ

ならんです。ちょうど今は１２月でございますので、もう既に当初から進めていくよ

と、こういう考え方でやっておりますので、ご理解のほどよろしくお願いします。  

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 いずれにしましても、大変そういう答弁がここ１年半ほどずっと同じだと思ってい

るんです、連合議会でもここでも。ですので、やはりそういった点で、そういう一定

具体的な動きがなければならない時期だと、どういうふうにいってもですよ。そこは

ぜひ、今、速やかにという話がありましたけども、ぜひ見える形でしていただきたい

と、これは思います。 

 次に、１０ページ、今回、企画費の中で空き家バンクの開設業務委託料として６万

円上げられておりますけども、一定委員会のほうでも今後の空き家バンクの開設に向

けての動きというのは報告はいただいたんですけども、この予算に絡めて、もう少し

具体的にどういうふうに進められていくのか説明いただきたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 空き家バンクについてでございますが、今現在、空き家バンクというものはインタ
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ーネット上等で開かれた和束町内の空き家の現行の状況を公表するものです。インタ

ーネットのほうにそういうページを開設するんですが、そのための開設要綱というも

のを、今、事務仕事として進めております。 

 そこに載る物件につきましては、各区長さんのほうと３年前、２７年３月に調査を

行いました。その結果をもとに、そのときに空き家になっていた物件について現行ど

うなっているか、また、新たな物件が見つかっているかどうかということの意見交換

ということを今現在やっているところでございまして、ほぼ全ての区と意見交換が終

わったところでございます。 

 その空き家バンクについては、この６万円の事業というのはですね、そこに空き家

バンクになった物件を外の方が利用したいというときに、そのマッチングについて不

動産業者に仲介をお願いしようというふうに考えております。その不動産業者という

のは和束町内にはないもんですから、そこで宅建協会のほうと協定を結びまして、仲

介してくださる不動産業者のほうを紹介していただくと。その協定のほうも、空き家

バンクの設置要綱と同時並行で、今、進めておるところでございます。こちらも本当

に早期に協定を結びたいと思っております。 

 この６万円というのは、不動産業界の内規でですね、１回の交通費が３,０００円

というふうに決まっておりまして、それを２０回分、物件の鑑定ですね、大体これぐ

らいだったら幾らぐらいの家賃になるとか、また実際にそういう希望者がいらっしゃ

った場合のマッチングに際しての旅費、そういったものを約２０回の分のお金で６万

円を見ておりまして、その上の需用費９万円というのもあるんですけども、こちらは

空き家バンクが開設された際の町民への周知のペーパーとかいうことを主に想定して

いる需用費を積ませていただきまして、この合計１５万円ということで少額ではある

んですけども、空き家バンクについての予算ということで今回お願いしているところ

でございます。 

 以上です。 
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○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 これは、今、早期にということですけども、いわゆる来年度当初からスタートでき

るということで考えていいのかどうかということとですね、それと、この間、湯船に

つきましては京都府の地域指定もありまして、それを受けての財政援助等がある中で、

一定の改修費用であるといったものもあるということなんですけども、今回のこの空

き家バンクにつきましては、湯船だけじゃなくて全町的な部分だというように理解す

るんですけども、空き家バンクというのは、もちろんそういう物件をインターネット

上等で紹介をして、それに興味を持たれた方がアクセスして、連絡があって、今、言

われたような段取りを踏まえてどうするかという話が流れですけども、ただ、やはり

それだけじゃなくて、今、言ったような空き家の改修費用であるとか、また、いろん

な意味での片づけであるとか、そういったものの補助も含めて制度的に確立しないと、

なかなか実際のやりとりというのが進んでいかないと思うんですね。その辺の段取り

を含めて来年４月以降のところでの開設というのはできるんでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 まず、移住につきましての考え方なんですけども、空き家バンクというものと移住

促進特区というものは、今、二つ離して考えていただければと思います。 

 この移住促進特区というのは京都府の制度でございまして、この特区に指定されれ

ば京都府の補助金１８０万円上限というものの改修費用が移住者に補助が行くという

制度になっておりまして、現在、湯船区のみが特区になっております。 

 区長周りを重ねまして、その特区に参入するかどうかの区の意見を、今、伺ってい
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るところなんですけども、これにつきましては、どこも特区というところまで踏み込

んだ形での参入というのは考えてないというところが本当にほぼ全員の意見になって

いるのが現状でございます。 

 そういうところもございますので、空き家バンクという公の検索システムというの

を構築するのはマストでやっていきたいと思っているんですけれども、京都府の制度

である移住促進特区に全区をしていくかというと、実際の区長の意見を聞いたところ

ではなかなか難しいのではないかというふうに考えております。 

 とはいいましても、町としましては、人口減少という状況でございますので、それ

をどうにかしていかなきゃいけないという問題意識もありますし、府の制度の特区と

いうのは正直難しいかもしれませんけども、町独自の制度としまして来年度から制度

が構築できるように、この１月、２月、３月で当初予算の議論も含めまして制度構築

を進めていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 今のお話でいいますと、当初、この間の議論の中では、できれば全町を府の特区に

指定できるように働きかけたいという話でしたけども、ただ、今のお話では、区の方

向ではそういう方向には消極的だということで、指定は難しいという話だったと思い

ます。 

 今、言われたように、そうだからといって、じゃあ、湯船以外のところでは取り扱

わないというわけにもいかないということですので、来年度に向けて全町の空き家バ

ンクということで努力していただくという答弁をいただいたんですけども、その場合

にやはり今現在特区として湯船が指定されて、そこでさっき言われたような一定の財

政援助を受けてるという今の仕組みの水準ですね、それと最低限同じ水準の補助制度
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であるとか、制度はやっぱり必要だというふうに思うんですけど、それはそういうこ

とで考えてよろしいですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 お答えいたします。 

 まだ、どういった補助制度があるのかというは明言はできないんですけども、今、

府の制度という１８０万円というものの内訳というのは、１８０万円のうち半分は府

の補助、半分は町の負担という形で、９０万円ずつの財源振り分けになっておるんで

すけども、１つの考え方としましては、府のものが受けられないけども、町の分の負

担分は移住者の方に補助できるというふうな方法も１つの案かなというふうに思って

おります。 

 そのほかの案も含めまして、湯船は１８０万円という手厚い補助が受けれる、それ

は府の支援も受けて。ただ、特区になってないその他の地域でも、最低限、町の支援

というのは受けられるというふうにしまして、町としても人口減に歯どめをかけるた

めの施策としまして移住対策というのを進めていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、井上武津男議員。 

○５番（井上武津男君） 

 それでは、私のほうから１、２点お聞きしたいと思います。 

 １０ページの総務費の中で、一般管理費で１１節の需用費で修繕費というのがござ

います。この修繕費の内訳を少しお聞きしたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 
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○総務課長（中嶋浩喜君） 

 はい、お答えいたします。 

 今回、修繕費１００万円を上げさせていただきましたのは、海洋センターに係る分

でございます。以前にも報告させていただいたかと思いますけれども、海洋センター

のプールの配管でございますけれども、やはり経年劣化によりまして老朽化しており

まして、漏水等が懸念されるということでございます。ことしのシーズンにつきまし

ては応急処置的な形で対策を講じまして、オープンさせていただいたということでご

ざいますけれども、やはり次年度の開設に向けまして、一定、本格的な修繕が必要で

あるということで今回計上させていただいたというところでございます。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、井上議員。 

○５番（井上武津男君） 

 その海洋センターなんですけれども、この前に屋根の修繕についてありましたけど

も、その点ではもう終わっているんでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 

 はい、お答えいたします。 

 議員ご質問のとおり、プールの上屋テントにつきましては、サルの被害等によりま

して非常に甚大な被害を受けたというところでございます。これにつきましては、一

定、専門業者の見積もり等も徴しまして、あと、保険も入っておりますので、保険の

申請等の手続も進めておるというところでございます。 

 ただ、非常に金額が高額になると。何千万円ということでございます。そういった

こともございまして、これにつきましては新年度予算に計上させていただくことで、
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今、進めておるというところでございます。何分にも海洋センターにつきましては、

やはり設置から相当年数経過しておるというところでございまして、さまざまなとこ

ろに経年劣化による影響が出ておるというところでございます。 

 ただ、やはり和束町での社会体育施設として非常に重要な施設であるということで

ございますので、これからも維持管理に努めてまいりたいと思っておるところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、井上議員。 

○５番（井上武津男君） 

 今、いろんなところにあっちこっちから修繕したり改装していかなきゃならないと

いうところが出てきていますけれども、根本的にいわゆる大改造を行うのは来年以降

になるということなんでしょうかね。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 

 はい、お答えいたします。 

 大規模な改修という形で、当然、施行できればいいかなと思っておるところではご

ざいますけれども、やはりプールは夏季に使わなくてはならないということと、あと、

アリーナにつきましては、やはり通年利用していただいておると。また、中学校も使

用していただいておるということもございます。そういった影響もございますので、

パーツの修繕という形で施設を維持してまいりたいと担当のほうで思っておるという

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡田 勇君） 
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 ５番、井上議員。 

○５番（井上武津男君） 

 その意味では、今回の修繕費というのはいわゆる水道関係とか、それだけの修繕費

であって、それ以外の全般的なものではないということですね。わかりました。  

 次に、１６ページの農業振興費で負担金補助及び交付金で治山パワーアップ事業補

助金、これはいわゆるグリーンハザマの費用というふうに言われてますけれども、ど

のような形のもので、どのようなものを利用されようとしているのかお聞きしたいと

思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 この産地パワーアップ事業補助金でございますけども、和束町立製茶工場、今あり

ましたようにグリーンハザマの建設が平成８年の農林造成事業で施設を整備したわけ

でございます。平成８年ですので、２１年経過いたしまして、老朽化していった中で、

葉打ち機と第１粗揉というお茶の機械を今回入れかえるということでございまして、

補助金につきましては、事業の整備につきましては、その当時は町でやっていたんで

すけども、それ以後の整備については運営主体でやってくださいということでござい

まして、東農事実行組合が補助を受けて今回入れかえられるということでございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、井上議員。 

○５番（井上武津男君） 

 それは個人でなされているということですね。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 
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○農村振興課長（東本繁和君） 

 個人といいますか、任意組合ですけども、東農事実行組合で行われるということで

ございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、井上議員。 

○５番（井上武津男君） 

 今、その農業組合は何人ほど組合員がおられますでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 現在１１名の受益ということになっております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、井上議員。 

○５番（井上武津男君） 

 町長、このことでお聞きしたいんですけど、過去にこういう産地用の農家の補助金

いうのがいろいろあったと思うんです。例えば、お茶の機械なんかでもかなり老朽化

してきていますので、これからいろいろなところでこういう方で住民の方がこの事業

の補助金というものを受けたいと考えられることがあると思うんですけども、この点

についてどのように考えていかれるんでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 今回のこの補助というのは、この字とおりでございますが、産地のパワーアップと
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いうところに焦点を当てているわけであります。 

 それは和束町はどういうお茶の状況にあるかということですけども、１つは、流れ

は大きくてん茶に流れております。これが７５から８０％がてん茶へ流れてきました。

そしたら、煎茶のまちですけども、煎茶でやっていこうとされる農家も存在いたしま

す。そして、各家では、その規模というのは、工場を持てない農家が多い。そうなる

と、これから荒れてくる、これがあります。 

 それと、もう１つは後継者が育っているかという問題がありますから、後継者のな

い家庭には煎茶をやっていただこうというのをオープンにしていかなきゃならない。

いわゆる就農される方ですね。そのときに一番大事なのは、工場があるかないか。畑

は用意できましても、畑はしますよといっても工場がない。先ほど課長が言いました

ように、そのときにできるのは、民間は共同工場がたくさんありますが、町がかかわ

ってきました工場というのは、ＪＡの工場がグリーン工房いうのがあります。それと、

今、ハザマがあります。そういったところをこれから就農をやろうとされる方の工場

として、やっぱり産地のパワーをアップする、維持する、こういう拠点にしていくこ

とが私は大事と思っております。 

 そういう意味で、煎茶の機械を古くなってきたものは改良していこうと。とにかく、

単なる機械の補助金というのは、今、申されましたように、なかなか国の補助金も難

しいわけです。目的を持って申請しないといけない。その目的は何かというたら、和

束町の農業を将来も維持し得る。煎茶の本場が維持し得る。そして就労対策もきちっ

となると。そして若い人が畑を取得しやすい。そのためには、やっぱりきちっと揉む

とこはありますよと。こういうことによって産地をさらにパワーアップし、若い人の

後継者対策、そして、新しく農業をされる。荒廃地を防ぐためにも、よそから入って

きて農業をされる。そして、揉むところについては、ここ、ここがありますよ。こう

いうことを構築していかないと、和束町の今後の農業を維持するのは難しいと思いま

す。 



― 46 ― 

 大体てん茶では流れてきましたけど、煎茶の維持というのは、各家で煎茶工場がな

くなってきております。こういった実態にある中で、唯一こうして残していこうとい

うところは、やはり私は、国のそういったものにのせて援助していくべきだというふ

うに思っておりますので、そういうことでご理解いただきたい。 

 いわゆる、そういうまさに就農される方の活動の拠点にもなれるように和束町とし

たら、こういった関係のあるところの工場については積極的に指導も入れたいなと。

こういうことで産地パワーアップ事業を入れさせていただいたと、こういうことでご

理解いただきたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、井上議員。 

○５番（井上武津男君） 

 今、伺いましたところ、いわゆる地域産業を支えるために産地パワーアップ事業補

助というものを強力的に後押ししていくという町長のお答えをいただきました。そう

いう意味では、ぜひこういうものを後押ししていただきたいと、このように考えて私

の質問を終わります。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 先ほど空き家バンクの関係で一定の方向性の話が出ましたけども、やはり同じ移住

を求める方のいわゆるそういう扱いという部分で差があってはあかんと思うんですよ

ね。ですから、京都府のお金でするか、町のお金でするかは別にしましても、それは

移住者にとっては余り関係ない話ですので、やはり同じ空き家バンクとしてちゃんと

するんであれば、一定どんな条件もそろえていただくということは大変大事だと思い

ますので、そこはぜひそれでお願いしたいというふうに思います。 

 次にですね、先ほど海洋センターの話が出ましたので、あれなんですけども、委員
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会でも話が出ておりましたが、その中でこの間、利用者のアンケートをとられて、そ

れに基づいて、今後、運営改善等にもつなげていきたいというお話をいただいており

ますけども、どのような形で具体的に今の運営方法から変えていこうという方向があ

のかどうか、その辺は今あるんでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 

 はい、お答えいたします。 

 今年度、アンケートをとらせていただきました。このアンケートの意図でございま

すけれども、先ほどもご質問ございましたように、プールの上屋が非常に破損したと

いうことで、今シーズンにつきましては上屋なしで実施したというところでございま

す。それに対してのご意見を伺ったというところでありました。結果は、やはり上屋

テントを設置してほしいという意見が多数ということでございました。 

 その他利用料金、あるいは開設時間、開設日、これはプールに限ってでございます

けれども、お聞きさせていただきました。おおむね現状の状態を肯定していただいた

意見が多数であったという認識でございます。 

 プールにつきましては、この結果を踏まえまして、先ほど申し上げましたように、

上屋テントを修繕して利用していきたいという形で今は計画を持っておるところでご

ざいます。実際の運用につきましては、現時点では具体的な案というものは有してお

らないというところでございます。ただ、やはり高額な費用を使って修繕した以上に

つきましては、有意義な活用をしていかなければならないという認識は持っておると

ころでございます。アリーナも含めた形で、やはり海洋センター、これにつきまして

は町外の利用も非常に多いということでございますので、町外との交流施設の位置づ

けもあるということでございますので、そういった観点を踏まえまして、今後またさ

らに具体的な検討をしてまいりたいと思っておるところでございます。 
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 以上でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 今、海洋センターのとりあえず上屋テントのほうを優先して改修したいということ

ですけども、やはり町内でいえば大変貴重なスポーツ施設ということもありますので、

以前はいわゆるトレーニングルームというように書いてあるぐらいですから、一定そ

ういうトレーニングをしていくといった機能はもともとは持っておられたんじゃない

かというように思うんですけども、十分それも今、果たせてないという状況がありま

す。ですので、これを機会に、ぜひスポーツ施設としてのあり方というものをいろん

な方から意見も聞いていただいて、皆さん多くの方が利用できるように改修をしてい

ただくということで、これは強く要望しておきたいというふうに思います。 

 最後にですね、介護保険の関係なんですけどもね、先日の一般質問で町長の答弁で

はですね、次期の介護保険料につきまして、基準額にして月額２５０円程度の値上げ

は避けられないという話があったと思いますけども、そうなりますと、次期の基準額

というのは当然６,０００円を超えてくるというふうに思うんですけど、この辺、そ

ういうことだということでもう一度確認をしたいのとですね、ただ、委員会のほうで

は課長から保険料の見通しについてお聞きしたときには、町長がこの前の答弁で言わ

れた額よりももう少し小幅な値上げになるというお話だったというふうに思うんです

けどもね、あれから特に大きく日にちもたっておりませんけども、それはどちらが正

しいのか、それも含めて、確認の意味も含めてですけども、答弁いただきたいと思い

ます。 

○議長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（岡田博之君） 
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 お答えさせていただきます。 

 まず、町長の答弁でございますが、介護保険の納めていただきます第１号被保険者

の負担額の話でございます。２２％から２３％になると。これを換算して、仮に１％

上がるとすれば、その費用については約２５０円になるんだという答弁だったと思い

ます。 

 私のほうですけども、２３％の計算はしておりましたが、実際、介護給付費、特に

今回の補正でもお願いしております居宅に係ります介護サービス費用でございます。

平成２９年度の１０月、これは委員会があったときの報告でございますが、平均１,

６２０万円、月額１,６２０万円ぐらいの金額で推移しておりました。しかしながら、

１１月、１２月９日に請求が来た金額でございますが、１,９３０万円ということで、

既に平均を３００万円上回っております。これらを試算しますと、やはり町長が答弁

しましたように、２５０円程度引き上げざるを得ないという状況でございますので、

ご理解をお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 ということは、前委員会での答弁というのは正しくなかったということですよね。

だから、そのときも十分わかった答弁だと思うんですね。 

 わからないですか。そんなことないと思うんですよ。実際に２３％で話をしていた

わけですから、ですから、その後、急激にそういった２５０円というふうに上がった

ということかもしれませんけれども、そうなると、２５０円が正しいということだと

思うんですね。ということは６,０００円をやはり超えてくると。今でも５,９５０円

ですから、単純に言うと６,２００円になるということです。 

 一般質問でも指摘しましたけども、普通徴収の納付率というのは平均して８０％前

後です。悪いときは７０％前半のときもありました。要は、２割が年度内には払い切
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れていないというのが実態です。こういった現状を町としてどう考えているのかとい

うことなんですよ。 

 今でも２割の人が払い切れてないような保険料をまだ上げますというのはですね、

より払い切れない状況がふえていくということは十分想定されると思うんですね。課

長、値上げがいいかどうかは別にしてもですよ、今の保険料の徴収の状況から考えて

も、今以上に値上げすればこういった普通徴収の納付というのはさらに困難になって

いくと、それは想定されますよね。どうですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（岡田博之君） 

 はい、お答えいたします。 

 岡本議員のほうからありました普通徴収でございますが、年間の調定額、１年間に

いただける収入が約６００万円ぐらいです、調定額が。そのうち収入が５００万円前

後で推移しているということで、約２割ぐらい、年間にすれば約１００万円の未納に

なっている現状だということで理解をしております。 

 しかしながら、私ども福祉課といたしましては、定期的に訪問をして、できるだけ

納めていただきやすいように分割等また生活支援の相談をさせていただいております。

全体の介護保険料１億１,５００万円ぐらいあります。その中でのお話でございます。

普通徴収という形で、無年金の方、また、どうしても生活を優先するがために年金担

保等でお金を借り入れられている方等々の事情を考慮しながら、福祉課としては、先

ほど言いましたように定期的な訪問、相談をさせてもらっているところでございます

ので、ご理解をお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 
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 今でもね、要はそういう生活に支障が出ているということでしょう。要は、それを

優先すれば保険料は払い切れませんということですし、何かを担保にした、そういっ

たことを利用しないと保険料は払えません。そういういろんな配慮がないとできませ

んというのが今でもそういう現状なわけですね。そうですよね。だから、そういった

状況である上に、さらに値上げをしたら、より困難になりますねということをね、い

いか悪いかは別にしても、現象としてそうなる想定ができますねというふうに聞いて

いるわけです。それは十分そうなると思うんです。 

 実際、普通徴収の方というのはどういう方かといえばね、年間１８万円以下の年金

の方でしょう。月１万５,０００円です。そういう方からも保険料というものをとっ

ているわけですよ。本来、こういう方にとってはならないと思うんです。でも、国の

制度でとるようになっていると。その結果として、これだけの払い切れない人を毎年

生んでいるということなんですね。それはお認めになると思うんですよ。そういう中

でね、町長、いろいろ財政上の都合のことを言われた上で値上げは避けられないと言

うけどもね、避けていただきたいんです、保険者の責任者として。 

 先ほど課長は１億何千万円のうちのこれだけの話ですからと言われましたよね。五、

六百万円の話だと。だったら、やはり本来は負担能力の大変乏しい方です、普通徴収

の方というのはね。こういうような状況を今後生まないためにも、やはり今回の改定

において２５０円の分について何とか町として手当をして、値上げにならないように

措置をしていただくというのがね、保険者というのは要は町長が責任者なわけです。

ですから、それは町長の判断でできるはずですから、そこはぜひ値上げにならない措

置を判断していただきたいと思うんです。 

 先ほどから普通徴収の方の話をしてますけども、特別徴収の方だって大変なんです

よ。要は、有無を言わせずというか天引きですからね。払う、払わないというよりも、

さきに引かれて年金をいただいているわけですから、滞納をしようがないわけですよ、

先に引かれているんだから。だからね、そういう人たちだって、引かれる分がふえる
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わけですよ。ということは、自分の自由になるお金というのがまた減るわけです。だ

から、特別徴収の人だって大変大きな負担になるんです。 

 てそういうことも考えたら、ここでまた２５０円といえどもですよ、値上げという

のは絶対許されないというふうに思いますんで、町長として判断いただいて、来年度

予算の保険料の値上げについては避けられるように努力いただきたいと思うんですけ

ども、その辺はどうですか。努力いただけますか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 この介護保険制度というのは、今日的に非常に大事な制度として生まれてきました。

１つには、国を挙げてこの制度を維持していこうと、やっぱり大事にしていこうと、

こういう１つの柱のもとに、この維持のもとにどうしてやっていけるか、こういうこ

とであります。 

 それぞれ今もお尋ねがありますように、市町村自治体でその責任として運営はして

いるということですが、そこの実情に合わせてやっていこうという面もあるわけなん

ですが、しかし、大きい外枠は決められておりません。いわゆる地元が２２％。従来

でしたら２２％についてはいただいてくださいねと。それが今度は２３％だけはいた

だいてください。そうしないとなかなかいかないと。この枠は和束町で決めたわけじ

ゃなしに、国で決められていくと。 

 この１％の枠というのは、前も答弁させていただきました。和束町の掛ける数字の

計算が実態に見ていきますと、先ほど課長が言いましたように、２５０円ぐらいに相

当するんじゃなかろうかなと、こういうことであります。これは大きく制度上の問題

であります。 

 そこで課長も答弁しておりましたように、今度はこの中での運営していくときに、
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いわゆる先ほど２割の話もありましたですが、やはり居宅介護、施設の内容を十分こ

れはそれ以上に住民の皆さんに安心してもらえるような制度にできる限りしていきた

いということと、やっぱり住民に困っておられる方、いろいろある方がありますので、

この辺は十分相談の窓口を広げて、そして、その方によって物を考えていこうという

のが所管課の考え、和束町としてもとっていきたいと、こういうことであります。  

 当然、生活相談も含めた話をしていく中で、今、質問がありました内容についても

考えていく。だから、制度そのもので否定していくということにはなかなかならんわ

けであります。 

 当然、この介護制度を今後も存続し得る、維持し得る大事な保険でありますので、

こういう方向の大きい枠ではのっていきますが、しかし、和束町と来たときには、課

長も答弁しておりましたように、生活相談、多くの窓口をあけて、そういった人の答

えにも応えていけるように、安心していただけるためにも努力していきたいと、こう

いうことでありますので、その内容についてひとつご理解のほうをよろしくお願いい

たします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ８番、竹内議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 それでは、２点だけ質問させていただきたいと思います。 

 １０ページの先ほども岡本議員から質問がございましたが、空き家バンク開設に向

けていよいよスタートをするということで、これは本当に大変喜ばしいことであると

いうふうに思っております。我が町におきましては、平成２６年に基本データが１０

８件あるという空き家の実態が出ております。これにつきましていよいよ動いていく

わけでございますが、少しお聞きいたしたいのは、この空き家バンク、今、６万円に

つきましては交通費であるということで、２０回分というふうに見ていただいており

ます。この中で京都宅建協会がどういったお仕事をしてくれるのかというところの確
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認で、私も京都宅建協会について調べてみました。 

 住民側として一番不安に思いますことは、やはりこのお家に入りたいな、この家が

いいなというふうに思ったときに、住宅診断をどういうふうにやってくれるか。この

診断につきましてですね、もちろん専門家の診断が必要であります。しかし、その診

断をしていただくだけでも費用がかかります。最低でも６万円から８万円ぐらいはか

かるであろうというふうに言われております。この診断につきましてどういった方向

が示されるのか、その辺わかりましたらお聞きしたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 宅建協会との仕事についてなんですけども、竹内議員がおっしゃいました診断とい

うものはですね、私も不勉強なもので、どういったものかという金額まで調べてなか

ったんですけども、今、進めているところの協会との話というのは、実際のこういっ

た方が来られると。移住者がいらっしゃって、物件の所有者というところのマッチン

グというのは、地元も含めた了解をとるということは、あくまでも行政が仲介に入っ

てやろうかと思っております。 

 宅建協会に任せるのは最終的な契約段階の契約書であったりですね、専門的な知識

が要る部分でのお世話という形で、本当に契約書を用意してもらって、それにはんこ

を突くというのが答えは決まっているというか、話ができている中で、最終段階の事

務手続をお願いするというところで、今、進めておりまして、ほかの市町村ではもう

ちょっとマッチングの段階から宅建協会に任すというところもあるんですけども、や

はり住民の地域とのかかわりとか、しっかり地域活動してくれる人じゃないと困ると

かというのは区長さんとかにも聞いていますので、そこはやはり協会に丸投げという

形はできないかなというふうにも思っておりまして、和束町としては慎重に進めてい
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きたいと思っています。 

 その細かなところの詳細というのは、宅建協会の第６支部という宇治管内が山城管

内の第６支部になっているんですけども、こことの細かな調整になってきまして、こ

ちらは細かな調整というのは今後行っていくということで、何とか年内に協定を結ん

で、空き家バンクを円滑に進められるようにしたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ８番、竹内議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 京都府下に７支部がございまして、２,７０１の会員があるというふうにも宅建協

会にも書いておりました。直接は山城地域、宇治になるかもわかりませんが、もう一

つ大事な点は、やはりリフォームという、修繕するということも出てくるかと思いま

す。 

 これは先の話ですけれども、今こういうことを確認しておかないと、出発が大事だ

と思いますので、このリフォームに関しましては、やはり他の業者ばかりを入れるん

ではなくて、やはり地元の経済活性化ということもございますので、地元のそういう

事業主とつなげられるような、そういうことを考えていただきたいなというふうに思

います。 

 これが１点と、もう１点は瑕疵保険というのがございます。これは安心を求める。

もしもだめなときは保険がありますよという、そういう制度がございます。この瑕疵

保険をつくるような制度、つくっておられるかもわかりませんが、この２点について

要望しておきたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 
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 はい、お答えいたします。 

 まず、リフォームの地元業者への発注につきましては、今、京都府の制度では、特

区制度の１８０万円の補助金というのがあるんですけども、今後、町独自の支援策を

考えていく中で、地元の事業者への発注ということも視野に入れて、それを例えば支

援条件にするであったりとかですね、そういったことも検討していきたいと思います。 

 瑕疵保険につきましては、宅建協会のほうともう一度相談しまして、どういったも

のがあるのか。なるべく移住者の方、また住宅所有者の方にご迷惑がかからないよう

な格好で有利なものであるかどうかも検討の上、導入について進めていきたいという

ふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ８番、竹内議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 本当にこれまで長年なかなか進まなかった空き家バンクの窓口でございますので、

ぜひとも成功させていきたいというふうな思いでおります。 

 インターネットでされる場合は、その窓口は地域力推進課になるというふうに理解

してよろしいんでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 今、考えているのは、町のホームページの中に空き家バンクという特設バナーをつ

くって、そこで検索できるようにしようというふうに思っております。ですので、直

接の管理は地域力推進課のほうでさせてもらうことになるというふうに考えておりま

す。 



― 57 ― 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ８番、竹内議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 わかりました。ぜひ、成功させていただきたいと思います。 

 それと、もう１点、１６ページですが、お茶の駅和束、この調査設計業務委託料が

３００万円計上されております。これにつきましてご説明を願いたいと思います。  

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 これにつきましては、茶業のイノベーションということで、グリンティ和束、現在

ございます。今までの議会でも民泊の関係であったり、観光の観光でトイレが足りな

いとかいったところもございますので、グリンティ和束を今回、躯体を修繕するため

の設計を委託するものでございます。 

 今、合併浄化槽にトイレのみがつながっている状況でございますので、全ての排水

分を整理いたしまして、それを公共下水のほうにつないでいきたいというふうに思っ

ております。 

 ということで、昭和６２年にグリンティ和束ができておりますので、屋根であった

り、施設を今後また観光に使えるような形の中で改修していきたいなというふうに考

えております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ８番、竹内議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 ただいま答弁いただきました。その水周り、水道、屋根とか、そういった改修のみ
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ということであるんでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 現在、グリンティ和束につきましては、和束茶カフェも入っていただいておりまし

て、その分につきましては和束町がお茶のまちであるというようなＰＲもしていただ

いております。現に無料でお茶を飲んでいただいたり、また、茶農家さんから委託を

受けた形の中でお茶を販売するというような形で、各個人さんではなかなか対応でき

ないところを担っていただいているところでございますので、今後どのような形でそ

の方々がご商売をされるかわかりませんが、現状の中で和束町をもっとアピールして

いきたいということでございますので、そういった場所も提供できるような形で見直

しもしたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ８番、竹内議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 最後に、町長にお尋ねしたいと思います。 

 本当に活性化センター、雇用促進協議会、グリンティ、それからカフェというふう

なたくさんのものが集約された一つの建物であります。その一角を活用しての和束茶

カフェなりそれぞれのお仕事をされております。今後、トンネルが開通すれば、非常

に沈下した場所でもございますので、もっともっと浮上した中での将来的に安定した

お客様を迎えるような場所にしていくべきではないかというふうに、これは誰が見て

もそんな思いでいらっしゃるわけでございます。その辺の展望はどのように持ってい

らっしゃるのか確認しておきたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 
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 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 ただいまご質問いただきましたように、３５年にはトンネルで完成すると、それま

でに完成すると、こういうことであります。そういうことになれば、あの時点という

のは非常に大きな拠点になるわけであります。あそこの拠点整備というのは、これか

らの時代の方向として大事だというふうに思っております。だから、今のところの拠

点ということで、すぐ整備という構想は具現化してないんですが、その拠点のまだ拠

点として今やってきた役割がグリンティであったわけです。 

 そのグリンティが先駆けとした中での施設にしていくべきだと、こういうことで、

今回はその補正でまず見ていただいたわけなんですが、タイトルはお茶の駅というこ

とでありますように、あそこはあの施設をお茶の駅というには考えるべきじゃなく、

あの地域全体をお茶の駅と、民も公で協働で盛り上げていく地点にしていくべきが将

来の方向だろうと思います。 

 そういった方向がこれからも新しい計画として国のいろんな動き等を見て、そうい

ったところに焦点に当て進めていくべきだというように思っておりますので、今、後

発的な事業としてやっているというものではない。 

 前座としては、あそこの施設をまずそれの最初に拠点にして、さらにエリアの拠点

として、そして和束町の拠点にすると、それが大事だというように思っておりますの

で、今、お尋ねがありますように、そういうことを見込んで進めておるということで

ご理解をいただけたらありがたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ８番、竹内議員。 

○８番（竹内きみ代君） 

 よくわかりました。 
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 私は本当に一つの施設しか見ておりませんでしたが、そうではなくて、本当に地方

創生の中でこの和束町をどうするのか、また、トンネルから抜けた方たちをどう迎え

るのかといえば、あの辺、周辺を一体として考えたお茶の駅という、そういうことで

あるかというふうに理解をいたしました。 

 ですから、本当に今後ですね、町だけの予算ではこれは賄えません。ですから、国

の予算をしっかりととっていただきまして、全体をお茶の駅にしていけるような構想、

または公設民営でもいいと思います。そういった大きなことに向けて今後取り組んで

いただきますよう要望いたしまして、終わります。 

○議長（岡田 勇君） 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 採決は１件ごとに行います。 

 議案第３６号 平成２９年度和束町一般会計補正予算（第６号）を原案のとおり決

定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第３６号 平成２９年度和束町一般会計補正予算（第６号）は、

原案のとおり可決されました。 

 議案第３７号 平成２９年度和束町介護保険特別会計補正予算（第３号）を原案の

とおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第３７号 平成２９年度和束町介護保険特別会計補正予算（第３
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号）は、原案のとおり可決されました。 

 議案第３８号 平成２９年度和束町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第３８号 平成２９年度和束町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

 会議の途中ですが、ただいまから午後２時まで休憩します。 

休憩（午前１１時５１分～午後２時００分） 

○議長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第４、議案第３９号 和束町体験交流センターの設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例を議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第３９号の提案理由を申し上げます。 

 和束町体験交流センターにおいて、このたび住民のニーズに応えるため、テレワー

ク等新しい仕事づくりによる移住促進及び地域経済の活性化を推進するための事業に

取り組んでまいりたいと存じます。 

 つきましては、同センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する必要が生

じましたので、提案させていただいた次第であります。 

 ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 
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 それでは、私から、議案第３９号の提案をさせていただきます。 

 議案第３９号 

      和束町体験交流センターの設置及び管理に関する条例の一 

      部を改正する条例 

 上記の議案を提出する。 

                          平成２９年１２月１９日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 １枚おめくりください。 

      和束町体験交流センターの設置及び管理に関する条例の一 

      部を改正する条例 

 和束町体験交流センターの設置及び管理に関する条例の一部を次のように改正する。 

 第１条中「図るため」を「図り、かつ、情報通信技術を活用した仕事づくり並びに

移住促進及び地域経済活動の活性化を促進するため」に改め、第３条中第５号を第６

号とし、第４号の次に次の１号を加える。 

 （５）テレワーク等新しい仕事づくりによる移住促進及び地域経済の活性化を推進

するための事業 

 附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

ということでございまして、右側に新旧対照表をつけております。議長のお許しを得

ておりますので、これを使いましてご説明させていただきます。 

 現行、右側でございます。「図るため、」という部分を左側の改正案の下線部分に

改正するということでございます。 

 また、（事業）第３条中の右側の現行の（５）番を左側のように（６番）というふ

うに改めまして、（５）番にテレワーク等新しい仕事づくりによる移住促進及び地域

経済の活性化するための事業ということで、この文言をつけ加えるということでござ
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います。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 それでは、幾つかお聞きしたいと思いますけども、今回、体験交流センターの事業

として、そこにもありますように、情報通信技術を活用した仕事づくり並びに移住促

進及び地域経済の活性化を促進するためということで、たった２行ではありますけど

も、かなり大きな意味合いを持つことが追加をされております。その具体化事業とし

て、テレワーク等新しい仕事づくりによる移住促進及び地域経済の活性化を推進する

ための事業というふうになっておりますけども、これは具体的にはどのようなことを

想定されていますでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 お答えさせていただきます。 

 これにつきましては、予算化させていただいていますスマート・イン・レジデンス

という事業でございまして、詳しくは地域力推進課長のほうからお願いしたいと思い

ます。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 現在、体験交流センターの２階部分を改修いたしまして、６月議会でお認めいただ
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きましたスマートワーク・イン・レジデンス事業ということで、まさにここに書かれ

てあるようなテレワーク、離れたところにいながら、ＬＡＮ環境であったり推進環境

を整えて、例えばインターネットでつながっているから、離れたところにいても仕事

ができると。会社に行くことと同じような条件下で仕事ができると、そういった新し

い働き方を実現するための施設として、今、改修を進めているところでございます。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 今、体験交流センターをそのために改修しているということですけども、そのため

に使うと想定されているいわゆる区画というものがどの程度想定されているのか、ま

た、そこにいわゆるこういう事業として入られる方というのはどういう方、事業所な

のか、また個人なのか、その辺の想定はどうなっているでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 お答えいたします。 

 こちらのテレワークスペースを活用しまして、大きく二つの役割を果たしたいと思

っております。 

 一つは、企業のまさに支店機能であるようなものを一営業所が和束町内でできると。

それが離れたところにいても、例えば、都会の事業所が和束事業所という形で、東京

にある会社の事業所ができる。その会社は緑に囲まれた空間で伸び伸びと仕事ができ

るということを提供できる。 

 もう一つが、まさに在宅勤務に近い形なんですけども、ある企業の人がわざわざ出

勤しなくても、そこのところの、例えば体験交流センターの中にあるパソコンを使っ
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て会社とやりとりをすることによって、出勤することなく、その場所で仕事をするこ

とがでると、この二つの働き方ということを想定しております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 仮にそういったことが想定されるとしてですね、この体験交流センターで例えばど

の程度の事業所といいますか、最大どの程度受け入れが可能というふうに考えておら

れるのか、その辺はいかがですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 まず、今、改修工事、ハード工事をやっているんですけども、それに先行して委託

事業者である管理する事業者というのを決定しております。まず、その管理事業者の

プロポーザルによる決定させてもらったんですけども、提案内容というのが、その会

社のサテライトオフィス、ある会社の和束サテライトオフィスという名目でまず１社

誘致するということになっております。 

 それに加えて、個室のような区切られたブースというのを四つ程度、それと、あと、

大きな打ち合わせテーブルのようなところで一つ用意する格好になっておりまして、

そこで部屋全体にＬＡＮ環境が整っておりますので、インターネットがつながった状

況で仕事ができると。 

 また、そのサテライトオフィスの企業の取り組みとしまして、社内会議を京都の営

業所ではなくて和束町内でその会社の会議を開いたりもしたいということで、都会で

働くんではなくて、こういう田園空間に囲まれた、茶畑に囲まれた空間での仕事は新
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たな働き方としてやっていきたいというふうなことで、今、その事業者に決めたとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 ということは、要は１社が入れるということですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 お答えいたします。 

 １社は一つ入っているんですけども、それ以外に四つのブースのスペースであった

り、大きなテーブルであったり、そういったところで複数の企業であったり個人の利

用になっております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 それでですね、今、そういったことで言われたんですけども、いわゆるテレワーク

などという働き方というのは、今、国のほうも働き方改革の一環の中で、こういった

今、言われたような働き方を推奨するということで、テレワークという働き方を挙げ

ておられます。 

 ただ、一方で、こういった働き方というのは、いわゆる今の労働時間ですね、今、

言われた朝、出社して、夕方、退社するといったような、よく今まであったようなス

タンダードな出社形態にとらわれずに、その方の状況に応じて出入りしてやるという

ようなことが一定可能ですからね、一方では労働時間の管理が大変難しいという話も
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されております。ということはですね、ここのいわゆる改修された部分のセンターの

中の事務所というのは、どのような管理になるのかということなんですね。 

 要は、体験交流センター自身は公共施設ですから、何時までとか、開館時間という

ものが設けられていると思うんです。それはそういったものについては遵守されるも

のなのか、それとも２４時間、その事業所なりの働き方によってずっと使われるよう

な、そういうことも想定されるのかですね、そういった場合に、ここの施設の管理は

一体どうなるのか、その辺のことはどのようにお考えですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 今のところですね、管理する事業所のほうと、今後、詳細に詰めていくことになっ

ているんですけども、２４時間営業であったり、そういったことは考えておらず、下

から今、我々の連合の教育委員会になっておりますので、基本的には、我々と同じよ

うな時間帯にあけるというのを想定しております。 

 ただ、何時まであけるとか、いつからあけるとか、その時間に関しては、今後、委

託事業者のほうと詳細に詰めていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 基本的には、今の連合の事務所であるとか、教育委員会の業務と合わせるという話

をされていますけども、ただ、それもまだ決まったわけではないし、事業所自身がそ

ういったものを取り扱う以上は、そんな縛りがあっては困るといったことになるかも

しれない。そういったことを例えばされた場合には、じゃあ、入ってもらう事業所と
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して認められるのかどうかということも出てくると思うんですね。その辺は今、余り

よくわからない面があると思うんです。 

 それと、やはりこの体験交流センターがそれだけのための施設だったら、それも余

りどうこう言わないかもしれませんけども、基本的にここにもありますように、もと

もと前の教育委員会も入ってましたし、教育委員や、またスポーツ、レクリエーショ

ン、文化、図書などですね、そういった文化活動を進めていく、そういった場でもあ

るわけですね。だから、そういった場所であるっていうこと、住民の方がそこで利用

される公共施設であるということの機能にいわゆる支障を来すようではだめだと思う

んですよね。 

 その辺、例えば、いろんな形でそういう部分で今、利用されている方への利用制限

であるとか、例えば、今、使っておられる部屋が使えなくなるとかいうようなことは

あってはならないと思うんですね、今回のことで。その辺はこの事業が入ったとして

も対応できるということでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 既存の使っておられる方への配慮についてでございますけども、今、２階のスペー

スというのが大きな部屋というのが４室あったと思うんですね。そのうちの１室のみ

を今、改修工事をやっておりまして、その場所だけが今回テレワークスペースとして

活用すると。それ以外の３部屋については、そのうち２部屋については今までどおり

サークル活動等で利用できるようにしておりますので、かつ今、改修する場所という

のが倉庫として使われていた場所で、一般の方も使われてなかった場所ですので、町

民の皆さんへの影響というのは一応最小限にとどめるように配慮はしておる計画にな

っております。 
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 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 最小限にとどめるということですけども、その辺のことが十分に利用者の方に、こ

ういったことが入るので、どうこうというお話があったのかどうかはよくわからない

んですけども、そういったこともちゃんと説明する必要があるというふうに思うんで

すよね。 

 そういった事業所が入るということは、単にそこに入られて仕事をされているとい

うことだけにとどまらないんですね。幾らインターネットでつながれて、パソコン一

つで仕事ができるということだとしても、そこでは会社自身のさまざまな情報である

とか、データを取り扱っておられると思うんです。いわゆる個人情報の問題であると、

事業所の情報であるとか、そういった管理というものもやはりもちろんされることだ

と思いますけども、ただ、不特定多数の方が利用される施設ですから、そういった意

味でのセキュリティの問題とか出入りの問題ですね、そういったものも、当然、今ま

でよりも気をつけなくちゃいけないということにもなると思うんですね。その辺の対

策というのはされるんでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（犬石剛史君） 

 はい、お答えいたします。 

 例えば、ウイルスの関係であったりとか、確かに懸念されることは想定されるべき

ものでありまして、今後、委託事業者のほうと相談をしながら、必要な講じるべき処

置というのは行政としても措置をしていかなきゃいけないと思っておりますし、ソフ

ト事業者のほうと管理事業者のほうと相談しながら進めていきたいと思っております。 
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○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 この間、いろいろと説明を聞かせていただいたんですけども、大事なところで十分

詰め切れてないということは否めないというように思うんですよね。私が思っている

のは、もちろんそういったことで施設を有効活用するであるとか、そこを拠点にして、

ここに書かれているような移住促進とか地域経済活動の活性化というものが図られる

ということは決して悪いことではないのではないかという思いもありますけども、た

だ、やはりここというのは基本的に、先ほどから言っていますように、住民の文化活

動であるとか教育活動、そういったものを振興していく、交流活動を進めていくとい

う意味で整備をされた場所だと思うんですね。その辺が十分に、ある意味活用され、

これにふさわしい事業として私はまだされているとは思ってないんです。ですから、

やはりそういったことをある意味置き去りにしたまま、こういうことを名目でこうい

ったものを進めていくということ自身は、やはりどのように整理されてこういったこ

とをされようとしたのかというのは、私としては今の説明では十分な理解としてはな

かなか得られない状況がありますので、もう少しさまざまな方が利用されているわけ

ですから、そういった方の意見なんかもちゃんと事前に聞くなり、聴取するとか理解

を得る中でこういったことはしていかないと、いろんな意味での問題も起こってきま

すから、その辺、もう少しちゃんと整理された中で提案されるべきじゃないかなとい

うふうに思いますけども、その辺いかがですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 今回の条例の改正でありますが、今、岡本議員の質問にもありましたように、一つ
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は和束町の恵まれた農村空間を生かしたふるさとと教育、そして農業・福祉等により

交流及び定住促進を図るというのは、今まで第１の目的として設置をしてまいりまし

た。 

 先ほど課長が言っておりますように、これをさらに深めていこうということで、こ

れをするのに、これは目的ですから、かつ今日の情報通信技術を活用した仕事づくり

並びに移住促進及び地域経済活動の活性化を促進していくということで、さらに手段

として具体化させていただきました。この辺のところは、東部地域というのは、自然

に恵まれて、共通した農山村とか、そういう地域であります。だから、南山城村、笠

置町、和束町、今、未来づくりセンターというのを設置しているわけなんですが、そ

うしたセンターをどう進めていこうかという地域づくりの中で京都府とも連携して、

そして、これだけやなしに今日的な手段を入れて、そして、さらに今、岡本議員が言

われたように内容の充実、そして今日的な課題に応えていかなければならない、こう

いう時代的要請が加わるべき。 

 そして、先ほどもありましたように、体験交流センターにはまだまだ未利用のとこ

ろがありました。先ほど倉庫ということを課長も答弁しておりましたが、そういった

ところを今度は有効利用していこうということで今やりました。そして、企業を募集

するとか、テレワークとか、スマートワーキングに取り組んでもらえる今日的な働き

方の問題ですが、そういった企業を選択していかなきゃならないわけなんですが、こ

れは誰でもいいというわけにはならないんですね。今、言われたように、こういった

目的を達成する。 

 例えば、和束町でしたら、今までの福祉を入れて交流をしていこうということであ

れば観光と福祉を絡める、教育と福祉を絡める、農業と福祉を絡める、こういったこ

とが今まで和束町が進めている問題とも絡んできますし、３町村一緒に取り組んでい

る内容にもかなう問題であるわけで、京都府としてもそれを進めている内容でありま

すので、今回、そういった施設を利用しようということで、企業の募集もいわゆる提
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案をしていただきました。その提案の内容が今までやってきた、私が今、申し上げま

したような内容にかなうと、こういうことでありますので、こういったことを含めて、

和束町のさらなる交流の促進をしていこうと。そうした中での新しいいわゆるスマー

トワーキングというんですか、そういったものを取り入れた内容についてやっていこ

うということで、今、取り組んでいるところであります。そのためにもきっちりと条

例改正をして、位置づけを持って進めていくことが一番重要だということで今回考え

ました。 

 その他とか、いろんな上でも書いておったんですけども、それではもう一つはっき

りしないと。だから、今回、もう少し具体的な手段というものを入れて改正していこ

うということで、今回の条例の改正をお願いしたところでありますので、今、岡本議

員も言われたように、一般的に全部広げていくというものではないわけなんでありま

して、やっぱり従来からやっているこのセンターの設置の目的にかなうものであると。

さらに充実する手段をもう少し具体的に加えたと、こういうことでご理解のほうをよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 今、町長が言われましたけども、これ以上もう言いませんけども、いわゆる体験交

流センターがこういう趣旨、目的に沿った形として十分に利用されてこなかったとい

うのは、例えば、今まで管理そのものも今、農村振興課ですけど、それ以前は、学童

保育があったというだけの話で福祉課だったんですね。学童保育が学校に行ったから

というだけで農村振興課になった。 

 今、実際に農村振興課がどれだけこの体験交流センターの管理・運営に責任を持っ

ておられるかといったら、ほとんど持っておられないと思うんですよ、多分ね、具体

的には。一応、いろいろ言われたら答えられるかもしれないけども、例えば、農村振
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興課で体験交流センターをどう運営していくかということについてどれだけ方針を持

ってされているのか、このこと一つとっても、提案されたのは農村振興課だけども、

じゃあ、詳しいことは地域力推進課でと言ったら、農村振興課としては余りよく知り

ませんということがここだけでもあると思うんですよ。 

 だから、そういう点でも、この体験交流センター自身の事業の位置づけ自身が曖昧

な中で、今、地方創生であるとか、働き方改革の中でこういったことを取り入れてい

ろいろ挑戦しようという、そういった姿勢としては評価できるものはありますけども、

ただ、やはりさっきも言いましたように、ここを利用されているいろんな方がおられ

る中で、本当にここをどういう場所にしていくのかという議論が余りないままにこう

いうことが具体化されてくるというのは、どうなのかという思いがありますので、そ

こはぜひ今からでも十分声を聞く機会もありますし、それはそれで検討いただきたい

なというふうに思いますので、私のほうからはこれで終わりたいと思います。  

○議長（岡田 勇君） 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 議案第３９号 和束町体験交流センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立多数です。 

 したがって、議案第３９号 和束町体験交流センターの設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例は、原案のとおり可決されました。 

 日程第５、議案第４０号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例
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の一部を改正する条例、議案第４１号 和束町職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例、以上２件を一括議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第４０号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改

正する条例、議案第４１号 和束町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

提案理由を申し上げます。 

 人事院勧告並びに国家公務員の職員給与法の改正に伴い、条例の一部を改正いたし

たく提案させていただいた次第であります。 

 ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（中嶋浩喜君） 

 それでは、議案第４０号及び４１号のご説明を申し上げます。 

 議案第４０号 

      特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の 

      一部を改正する条例 

 上記の議案を提出する。 

                          平成２９年１２月１９日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 次のページが一部改正条例の条文でございます。議長のお許しを得ておりますので、

資料の新旧対照表の次の一部改正概要によりましてご説明申し上げます。 

 提案理由にもありましたように、人事院勧告並びに国家公務員の職員給与法の改正

に伴い、一般職の正職員に準じて所要の改正を行うものでございます。 
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 まず、第１条ということで、平成２９年１２月の期末手当の支給率を０.０５月分

引き上げるということでございます。 

 これにつきましては、２９年４月１日に遡及して適用するということとなっており

ます。 

 第２条でございますけれども、第１条で改正した期末手当の支給率を６月と１２月

に均等に０.０２５月分ずつに改定するということでございます。これにつきまして

は、平成３０年４月１日を施行といたします。 

 続きまして、 

 議案第４１号 

和束町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

 上記の議案を提出する。 

                          平成２９年１２月１９日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 次ページ以降に一部改正条例の条文を載せさせていただいております。これにつき

ましても議長のお許しを得ておりますので、資料の概要版によりましてご説明申し上

げます。 

 片袖折りの資料をつけさせていただいております。それの次のページに一部改正の

概要を載せさせていただいております。 

 これにつきましても、人事院勧告並びに国家公務員の職員給与法の改正に伴いまし

て、所要の改正を行うものでございます。 

 第１条で、平成２９年１２月の勤勉手当の支給率を０.１月分引き上げると。 

 それと、再任用職員については、１２月勤勉手当支給率を０.０５月分引き上げる

ということでございます。 

 勤勉手当引き上げに伴う勤勉手当減額対象者に係る減額率の改定、それと初任給は

民間格差があることから１,０００円、若年層についても同程度、その他はそれぞれ
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４００円の引き上げを基本的に給料表の改定を行うということでございます。  

 これにつきましては、平成２９年４月１日の遡及適用ということとなります。 

 続きまして、第２条でございます。第１条で改正した勤勉手当の支給率を６月と１

２月に均等に０.０５月分ずつに改定するということでございます。 

 再任用職員につきましては、第１条で改正した勤勉手当の支給率を６月と１２月に

均等に０.０２５月分ずつに改定するということでございます。 

 これにつきましては、平成３０年４月１日施行としております。 

 以上でございます。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 採決は１件ごとに行います。 

 議案第４０号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改

正する条例を原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第４０号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条

例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決されました。 

 議案第４１号 和束町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を原案のとお



― 77 ― 

り決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第４１号 和束町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

は、原案のとおり可決されました。 

 日程第６、議案第４２号 平成２９年度和束町簡易水道統合事業中央浄水場水処理

設備・監視制御設備工事請負契約の変更についてを議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第４２号の提案理由を申し上げます。 

 平成２９年９月２６日に契約しました中央浄水場水処理設備・監視制御設備工事に

おいて、水処理設備と機器費等に変更が生じたことにより、当該工事請負契約の変更

の契約を締結したいので、地方自治法第９６条第１項第５号の規定により議会の議決

を求める必要があることから、ここに提案させていただいた次第であります。  

 よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 それでは、私のほうからは、議案第４２号についての説明をさせていただきます。 

 議案第４２号 

      平成２９年度和束町簡易水道統合事業中央浄水場水処理設 

      備・監視制御設備工事請負契約の変更について 

 中央浄水場水処理設備・監視制御設備工事請負契約を下記のとおり変更する契約を

締結したいので、地方自治法第９６条第１項第５号の規定により議会の議決を求める。 

記 
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 契約金額に係る部分中「２億６,２４４万円」を「２億７,１１４万４,８００円」

に、契約期間に係る部分中「平成３０年３月１５日」を「平成３０年３月２５日」に

改める。 

                          平成２９年１２月１９日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 １枚おめくりいただきまして、今回の変更の概要でございます。議長のお許しを得

ておりますので、資料等を用いてご説明させていただきます。 

 資料Ｎｏ.４２です。 

中央浄水場水処理設備・監視制御設備工事変更契約の概要 

 １ 事 業 名  和束町簡易水道統合事業 

 ２ 工 事 名  中央浄水場水処理設備・監視制御設備工事 

 ３ 工 事 場 所  京都府相楽郡和束町大字湯船地内 

 ４ 契 約 金 額  「２億６,２４４万円」を「２億７,１１４万４,８００円」 

           に変更 

 ５ 契約の相手方  大阪市北区南森町１丁目４番１０号 

           理水化学株式会社大阪支店取締役大阪支店長 牧野伸彦 

 ６ 契 約 期 間  「平成２９年９月２７日から平成３０年３月１５日」を「平 

           成３０年３月２５日」に変更 

 ７ 支 出 科 目  和束町簡易水道事業特別会計 

           （款）０２ 施設費 

           （項）０１ 施設費 

           （目）０１ 施設費 

           （節）１５ 工事請負費 

でございます。 

 皆さんの資料の次のページ、右側でございます。 
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 今回の浄水場の関係の工事の変更でございます。 

 まず、１点につきましては、中央浄水場及び取水場、俗に取水ポンプのあるところ

でございます。浄水場と取水ポンプの間のケーブルを当初は直埋設で検討しておりま

したが、ＮＴＴとの交渉の関係で、これがＮＴＴの電話回線を使用することができま

した。その関係での操作盤の増、逆に、その関係で監視カメラのケーブルと浄化セン

ターの間の光化の工事の減でございます。 

 これにつきましては、発注当初、和束町内における光ケーブルの配信につきまして

は、住宅地内５戸以上の家があるところでないとケーブルの設置ができないというこ

とで、ＮＴＴとの交渉の中では、当初の段階では使用できませんでした。 

 ただ、協議を続ける中、ことしの９月上旬にＮＴＴのほうが今回の回線を全て管理

する中でのランニング及びＮＴＴとしての管理も含めまして、無住地についても、今

回、特別ケーブルを張っていただけるということになりましたので、直埋設で行う予

定でしたケーブル等の部分をＮＴＴが賄うということになりましたので、これが減と

増になっております。 

 この関係で、同じく、機器の設置の進みが変わりますので、和束町役場内の監視制

御盤につきましても一部のものが減るということで、操作盤等の制御システムの使用

の不用減が出たということでございます。 

 あわせまして、前処理ろ過機変更新設工事でございます。 

 本体、これにつきましてはユニフロという施設でございます。 

 １枚めくっていただきましたところにつけておる資料でございます。 

 浄水場に建っております４基のユニフロでございます。このユニフロの中に命とい

わんばかりの施設がございます。それをもう１枚めくっていただきますと、エアリフ

トポンプというものでございます。このエアリフトポンプといいますのは、第１次処

理がユニフロで行うんですけども、このユニフロで行う第１次処理の濁度を取り払う

ために設置されているポンプでございます。このポンプにつきましては、当初、１基
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が不調ということで、３基で運転をしてまいりました。分解しないとわからないとい

うことで、一応、１基をとめた状況で３基で過去運転をしてきております。これにつ

きまして、エアリフトポンプの年次点検、これを８月２８日に実施しております。そ

の関係で、中を分解、エアリフトポンプの１基がエアが漏れるという状況が起こりま

して、これを早期に修理しなければならないということで、ポンプの機器の修繕が判

明しました。 

 ただ、今回の工事につきましては長寿命化の工事ということもありまして、エアリ

フトポンプについての工事を今回の事業に吹き込めないかということで京都府とも協

議した結果、長寿命化工事の中で補助事業の対象となるということでございましたの

で、今回、その修繕を行います。 

 これにつきましては、本体を分解する関係もございます。それと、残り２基につき

ましても同時にかえるということで、４基全てかえてしまうということで協議を行っ

ております。その関係で、４基分のエアリフトポンプの修繕でございます。 

 あわせまして、今回、薬注関係の周辺の配管の工事の関係も含めまして、場内の側

溝等の沈下部分を掘削のときに合わせてするほうがいいということで、これにつきま

しても、今回、配管の関係も含めて若干の土工の変更が出ております。 

 変更内容につきましては、水処理設備でございます。当初１億５１万５,０００円

を変更で１億２,０３３万３,６００円に、機器分につきましては、１億５,６９２万

５,０００円を１億５,０８１万１,２００円、工期につきましては３０年３月１５日

から０年３月２５日に変更させていただきます。 

 以上、今回の変更内容でございます。 

 よろしくご承認のほうをお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
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 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 今回の変更なんですけれども、簡易水道統合については、これは絶対的に早急に和

束町としては取り組んでいかなけりゃならない必要な施設であるということは認識を

いたしておるところでございます。 

 そこで、何点かご質問させていただきたいんですけれども、今、説明いただきまし

たように、光ケーブルの回線を９月上旬に使ってもいいよという許可をいただいたと

いうお話でしたけれども、９月議会は９月１３日に定例が入っているんですけれども、

上旬というのはいつごろの日にちだったんですか。上旬という日にちは、ＮＴＴが光

回線を利用してもいいよという許可がおりたのは上旬という話でしたけれど、いつの

日にちだったのか、記憶があったら教えてください。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 今のご質問、申しわけございません。日までは今、記憶していないんですけども、

当初の計画の中で継続審議をさせていただいておりましたので、ただ、ほかの各施設

との関係と、それから全てのランニングコストを含めまして、ＮＴＴの提示する額と

うちの提示する額、それからＮＴＴの配線の張れる範囲の調整が難航していたのが現

実でございます。その関係で９月のたしか議会の始まる前であります。 

 ただ、その点につきまして若干補足させてほしいんですけども、今回の工事につき

ましては７月末をもって設計書を上げるという行程で動いております。８月１５日に

告示をし、９月５日に入札を振り、その後、議会のほうに承認をいただくという工程

を前もって計画しておりました関係上、工事の計画というか工事の設計書のでき上が

りが７月３１日にでき上がっておりますので、この関係で、その段階で告示という行

為を起こしますので、一般競争入札の関係で１カ月弱の日を確実にとりますので、こ
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の段階で変更するということはできないという状況が発生しています。それに合わせ

て今のエアリフトポンプとそれから回線につきましては９月の上旬となりましたので、

１２月議会に出すということで動かせていただきました。まだ、工事につきましては

２５％ぐらいのところで進捗しておりますので、このままで３月までできると思って

おります。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 それでは、次に、先ほど説明いただきましたように、前処理のろ過機の変更のとこ

ろですね、これは安心・安全な水を町民の方に供給するためには絶対必要なろ過機で

ございます。それを問題があるというふうに判断された根拠はどこにあるんですか。

修理をしなきゃならないというようにおっしゃいましたね。これはやはり当初、統合

する前に原課としては十分把握していなければならない問題ではなかろうかと私は素

人ながら考えるんですけれども、その経過について説明してください。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 お尋ねの件でございますけども、お答えさせていただきます。 

 年次点検につきましては年２回行っております。今回８月と２月ぐらいに行うんで

すけども、年次点検について２回行っておりまして、その前に１基が不調を起こして

おった原因はうちのほうでつかんでおります。 

 といいましても、分解して直すとなれば、これにつきましては多額の経費が係りま

す。１基だけやるということになりますと、ほかの３基とのバランスもございます。

最低でも２基がとまる段階でという状況を担当のほうで組んでいたということがあり

ます。 
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 今回、表に見えてきているお金は７００万円ちょっとの増額になるんですけども、

実際的には１,５００万円ほどかかるという状況です。１基のポンプを直して、残り

の３基をそのままフルに使いますと、そこでまたバランスが崩れるんで、それも含め

まして２基が最大動ける状況のところまでは引っ張るということが、予算的にはうち

としても単独の会計を持っていますので、何とかしていという報告も受けております。 

 ただ、今回、年次点検でエアリフトポンプといいますのは、エアを送り込んで、砂

を下から上へ吹き上げるわけですね。それで水をろ過するということで、そのエアが

漏れているということがわかりまして、このポンプにつきましては今回初めてですけ

ども、もう１基につきましては今から１０年前ぐらいに修理をしております。今回、

工事の長寿命化ということもありまして、２基目のポンプに不調を確認できたので、

できることやったら今回やってしまいたいということで京都府と調整をした経過がご

ざいます。 

 これにつきましては、適化法の関係もございまして、ポンプの寿命等々も含めまし

て１５年ということで、この施設が動き出しましたのが平成１２年ですので、１５年

を経過しておりますので、耐用年数も過ぎているということも確認がとれましたので、

今回合わせて補助事業にのりますので、何とかこれでやることによってうちの財源を

少しでも助けたいということも含めまして、今回変更に踏み切ったのが１点でござい

ます。 

 もう１点につきましては、先ほどから申していますように、４基が同じ行程で動け

るということの長寿命化につきましては一番大事なことでございますので、あわせて

保険とは言いませんけども、１５年の経年劣化も考えまして、２基も一気にやりかえ

るということで、ユニフロ自体のリニューアルといいますか、全部をやりかえるとい

うことに決めて、今回、工事に変更させていただきました。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 
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○１番（岡田泰正君） 

 いまの話は当然の話だと思います。であるならば、当初になぜその判断ができなか

ったのかということが私は疑問に考えるところでございます。 

 金額的にも８７０万円。入札が当初の入札率が９７ぐらいでしたね。それを８７０

万円が２億６,０００万円に対する大体３.４％ぐらいだとすれば、１００％になっち

ゃうんですね。うがった考え方をすれば、そのように仕組まれたような感覚も、ちょ

っとですけど、うがった考えかなんですけども、あったのかなというような形が心の

中でよぎりました。 

 当初の設計でこのような形で、今おっしゃったようなことであるならば、今回のシ

ステム変更をするのに、現場の原課と一緒ですね、設計を起こしていただくときに十

分な設計者に対する説明責任というものはどのように今お考えなんですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 お答えいたします。 

 仕組まれたとかいう話について私のほうでは何とも言えませんけども、年次点検は

８月２８日に行っておりますので、ここまでわかりません。ここまでわからないとい

うことは、先ほど言いましたように、１５日から告示がある以上、これについてはそ

の費用をどう考えるかということになると思います。 

 ＮＴＴのほうにつきましては、当初は正直なところ絶対無理だということで話が進

んでおった関係で、そうしていると９月の議会に間に合わないということもありまし

たので、ここの部分について直で埋設していこうということで考えておりました。  

 ただ、ＮＴＴのほうが中央浄水場に引っ張る線とそれに分岐する線が当初は別に引

っ張らなあかんというような話はしておったんですけども、二つの送信方法がありま

して、その二つの送信方法を使えば何とかなるということになりましたので、それで
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今回別のルートで引っ張っていただけることになったということで、時期的に重なっ

た部分がそういう憶測になるんかと思いますけども、その部分につきましては真摯に

仕事をしておりますので、ご理解のほうをよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 それと、もう１点ですね、補正の金額が８７０万円余りの金額になるわけですけど

も、それに対する見積もりがですね、これは理水化学のところから出てきた金額なわ

けですね。であるならば、今度の補正に上げられた金額、また、この設備を変更され

る機器の金額が本当に妥当な金額であるのか、私たちにはその辺のところがはっきり

とわからないわけなんですけども、何をもってこの金額が妥当であるということで提

案されているのか、その辺の根拠はどうなっているのか、その点お伺いしたいと思い

ます。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えいたします。 

 エアリフトポンプにつきましては、確かに理水の見積もりプラスアルファでいただ

いて計画しております。これにつきましては、業者見積もりである部分については、

うちの歩掛かり等々を使っておりますので、金額の問題はないと考えております。  

 なお、私が申したいのは、このポンプをもっと早くに修理しなければならないとい

うことを先ほども説明させていただきましたけども、そのときに見積もりをもらって

おります。今回初めてもらったわけではございませんので、それに合わせまして今回

の金額の見積もりが妥当であるという確認をしておりますので、ただ、時期がこの時

期になっておりますので、今のような質問になるのかと思います。 
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○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 今、説明していただきましたように、時期的な、日にち的な問題で、全体的に疑惑

というんですかね、不信に考えるところが多々あったと思うんですけれども、今後こ

ういったことも出てこようと思いますので、十分詰めた中で、最終的に判断していた

だく中で、大きな工事については発注をお願いしたい、提案していただきたいと、こ

のように思います。 

 今おっしゃるように、多くの財源を抱えた町村でございませんので、やはり経費と

いうものには、最終的には切り詰め切り詰め、安全な最適な設備をしていくというの

が一つの目標でございますので、今後ともよろしくお願いしたいと思います。  

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 今、岡田議員と質問はダブりますが、最初の設計の段階でこんなんわかっとんの違

います。全然合点いかない。設計しているところとやっているところは通ずるところ

と違うの。ズブズブのとこ。それやのに何でこんなんわからへんの。そして、場内整

備の土工の場合、こんなん見た目でわかるでしょう。何でこんなん追加になるの当初

から入ってなあかんやん。どこ見てたん。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 当初からわかっていたという部分については、何回もお答えしますけども、これに

つきましては、あくまでも年次点検で発見されたものですので、当初からわかってい
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たものではございません。 

 ただ、１基は調子が悪いというのはわかっていましたので、これについては動かし

てなかったというのが現実でございます。 

 それと、先ほどの土工の件でございますけども、建屋の裏側の配管をやりかえたと

きに若干下がっている部分を修正かけておくほうがいいということで、今回追加で若

干の土工を触らせていただいているのが現実でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 調子が悪いということは、もう長いこと使っている悪いということになっているん

でしょう。そしたら、それは今度新しくして直そうとしているねやったら取りかえる

の筋でしょう、大体、最初の設計の中に入れるのが。設計に入れないで、そして途中

で見てみたら悪うなったさかいに、今度これ買いかえますわって、そんな話通らへん

でしょう。何で最初から設計のときに調子が悪いってわかったから、調子が悪いさか

いに何とかせなあきませんなということで設計の段階で見てもらわなだめでしょう。

その辺が全然わからないわ、意味。 

 それと、土工の問題をもうちょっとはっきりピチッと言って。これは見た目でわか

るでしょう。舗装がガタガタになっているとか、ここ直さなあかんて、こんなもんせ

っかくやってんねから、鼻っから直さなんでしょう。全然わからへんわ。何で設計屋

にそういうことを言わないの、鼻から、２億何ぼの仕事してんねんから。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えします。 

 当初から不具合を起こしているというのは、うちのほうも確認をしておりました。
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ただ、１,５００万円以上かかる工事でございます。それをさきにやるというのがで

きないという状況があったのは事実です。それで、今回入れたのは、確かに、先ほど

岡田議員のほうからもご質問がございましたけども、８月の年次点検の段階で２基目

のポンプのエア漏れが確認されたので、今回やり直すということになって踏み切った

のは事実です。 

 これにつきましては、４基を同時に一気に使うということは、今のところ水の供給

の関係で行っておりません。３基で回っておった事実もありましたので、本来はここ

でエア漏れがなかったら今回の工事に初めから入れないという計画で当初設計を組ん

でおりましたので、来年度以降、もしくだけたらということもありました。 

 ただ、今回入れましたのは、２基目のエア漏れが確認されましたので、これについ

てこの工事を含むことにし、なおかつ２基については問題ないですけども、経年劣化

も含めてやりかえるということにさせていただいたのが現実でございます。ですので、

今後、補助金の対象になるということもありますので、今回４基を一気にやり直すと

いうことで上げさせていただいております。 

 土工につきましては、先ほど小西議員が言われるように、見た目で、現実、経年の

沈下が見られておりました。大きな支障はなかったんですけども、今回、長寿命化と

いう関係もございましたので、全てのところを直せるところは直していこうというこ

とで、その部分については、掘削の関係も含めまして、若干面積を広げさせていただ

いたというのが現実でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 しつこくなりますが、この金額とかいろんなことを言ってもらったのは委員会でや

ってることなんですよ。委員会でこんなこと出てないですよ。ただ、追加が出させて

もらいますとか言って、それで終わって、大したことない。何やろなと思ったんです。
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変更がありますわ。委員会で全然たたいてないんですよ、この問題。たたいていたら、

こんな岡田泰正議員の意見も出やんし、私の意見も出ないんですよ。そこでバンバン

たたくんですよ。それが議運の中で総務課長が細かい金額の中身までばらばらしゃべ

ってくれたんですよ。総務課長、そりゃあもうええわって。今度議会の中でそしたら

叩かなあかんさかいに、議運の中でそのことをたたいてもうても、総務課長は担当と

違うからわからへんのやから、金額を言うてもうてあれやわって私とめきたんですよ。

なぜ、委員会のときにこのような細かい話をしてもらえなかったんですか。そしたら、

こんなもん議場の中でガタガタガタガタやらならんことないんですよ。 

○議長（岡田 勇君） 

 質疑の途中ですが、ただいまから３時１０分まで休憩します。 

休憩（午後３時００分～午後３時１０分） 

○議長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き、質疑を続けます。 

 ９番、小西議員。 

○９番（小西 啓君） 

 余りしつこくてしつこくて、先ほどもしつこいほどしつこいって私からも言いまし

たけれど、一番の問題点は、設計をやっているところにちゃんと原点に戻って、上が

ってきた時点でちゃんとやらないとだめ。自分たちもよく見ていることも、これはお

かしいなって思ってるねんから、その辺がちょっと間違い。 

 それと、委員会がやってるねんから、１０日前に、本会議を開く前に、議運の開く

前に。そのときに何の話も出なかった。議運さえ出ていたら、細かい話は私たちは全

部聞くねんから、そこでたたいてるねんから。そしたら、岡田泰正議員の意見も出や

んし、私の意見も出てきやへん、本会議の中で。その中であかんと思ってるのは、私

は座ってますよ。委員長も座ってるかもわからへん。小西さん、おかしいな、こんな

もん。私ら正副そろってまた座ってんなんけど、ほんまにおかしいわなと言うてます
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わ。これはきょうまた流れたら困るから、ほかの議員には立ってくれって言うてます

けど、立ってくれるでしょう、多分。私はそれでも確信犯ですよ。座ってますよ。こ

んなことあり得っこないもん、委員会さえやれば、ちゃんと説明すれば。もう少しち

ゃんと委員会とかいろんなもんを大事にして、もっと議会というものを大事に考えな

あかんわ。軽々思ったやろ、通ると思って。ただ、それだけです。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 まことに申しわけございません。私の説明不足ということであります。以後、注意、

業務に取り組みますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 議案第４２号 平成２９年度和束町簡易水道統合事業中央浄水場水処理設備・監視

制御設備工事請負契約の変更については、原案のとおり決定することに賛成の方は起

立願います。 

 起立多数です。 

 したがって、議案第４２号 平成２９年度和束町簡易水道統合事業中央浄水場水処

理設備・監視制御設備工事請負契約の変更については、原案のとおり可決されました。 

 日程第７、議案第４３号 土地改良事業の施行について（災害復旧）を議題といた

します。 
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 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第４３号の提案理由を申し上げます。 

 平成２９年８月７日から８日にかけての台風５号豪雨災害及び平成２９年１０月２

１日から２３日にかけての台風２１号豪雨災害により、発生の農地、農業用施設災害

復旧工事を施工するに当たり、土地改良法第９６条の４において準用する同法第４９

条第１項の規定により、議会の議決を求める必要があることから、ここに提案させて

いただいた次第であります。 

 よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 それでは、私のほうから、議案第４３号についてご説明させていただきます。 

 議案第４３号 

土地改良事業の施行について（災害復旧） 

 和束町において、災害復旧事業を下記のとおり施行することについて、土地地改良

法第９６条の４において準用する同法第４９条第１項の規定により、議会の議決を求

める。 

 事業名  災害復旧事業 

 工事名  農地農業用施設災害復旧工事 

 内 容  平成２９年発生災害 

 数 量  ８件 

 金 額  ３,５９５万７,０００円 

                          平成２９年１２月１９日提出 
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                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 今回提案させていただきました災害につきましては、農地農業用施設災害でござい

ます。復旧に当たりましては、過日１１月１日に災害査定を受検しました農業用水路

１件、農地４件、また１２月１３日に災害査定を受検しました農業用施設・道路３件、

計８件の災害復旧工事に着手すべく、現在、準備を進めているところです。 

 これらの災害につきましては、いずれも本年８月７日から８日にかけての台風第５

号の豪雨災害及び１０月２１日から２３日にかけての台風２１号豪雨災害により被災

したもので、被災場所につきましては、下島、石寺、杣田、別所、園、中地内におい

て、さきに申し上げましたとおり、水路１件、道路３件、農地４件でございます。  

 復旧につきましては全てブロック積み工法の復旧を計画しております。 

 以上、議案第４３号の説明とさせていただきます。 

 ご審議いただき、ご採決いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 一般会計の補正予算のところでですね、ページが５ページなんですけども、農業用

施設の災害復旧の分担金として２件上げていただいているんですけれども、これにつ

いては農家の方々、そういった方々は分担を要求しなきゃならない人々に対して説明

されて、分担金を出すと確認は十分にとれているんですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えいたします。 
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 災害につきましては、当初、災害が発生した段階で区長さんのほうにお願いしてお

ります。その区長さんのほうがまとめていただきまして、和束町のほうに被災報告を

出していただいております。その中で公災なのか農災なのかという点については、そ

の段階で町のほうが判断させていただきます。判断させていただいた上で、農災にな

る部分につきましては分担金がかかりますということで、率につきましてはこれから

土工等の調査が行われた後の率になるんですけども、それを出させていただいて請求

するということで、災害が発生した時点で農災に出すという承諾は所有者のほうから

いただいております。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 そのほうが確認をとれておれば、約束ができておれば、あるいは契約がなされてお

れば必要最小限のことは守られているんじゃなかろうかと思います。 

 これについて工事の完成見込みはどのような予定をされているのか、最後にお聞か

せください。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えいたします。 

 先ほど説明させていただきましたように、１２月１３日が最終の農災の査定日でご

ざいます。これが終わりまして、今回、きょうこれを採決いただきまして、議決いた

だきますと施越承認という仕事に入ります。これが行われて工事の発注ができるのが

早くても２月の半ば以降になろうかと思います。それからの工事になります。  

 ただ、農災でございますので、来年の植えつけ、お茶等の時期に間に合う、もしく

は暫定でそこを使用するどちらかの判断につきましては、これから地元の耕作者さん
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及び区長さん、また隣接の方々とも協議した上で工事の発注は検討していきたいと考

えております。できるだけ早い時期に、発注するものにつきましては発注させていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 １番、岡田議員。 

○１番（岡田泰正君） 

 この台風によってかなり住民の方々の生活が脅かされているというところもござい

ますので、いろんな障害はありますけれども、予定どおり粛々と進んでいただけるよ

うにご期待申し上げたいと思います。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 議案第４３号 土地改良事業の施行について（災害復旧）を原案のとおり決定する

ことに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第４３号 土地改良事業の施行について（災害復旧）は、原案の

とおり可決されました。 

 日程第８、発議第６号 介護保険制度の改悪に反対し、抜本的改善を求める意見書

を議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 
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 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 発議第６号の提案理由を申し上げます。 

 ６度目となる来年４月からの介護保険制度の改定は、辛うじて介護報酬は若干アッ

プの方向と報じられているものの、今回も極めて厳しい内容となっております。前回

改定では、介護報酬の大幅カットとともに要支援の高齢者を保険給付の対象から外し

総合事業に移されましたが、今回は訪問介護の生活援助について回数制限を行う仕組

みつくるなど、さらなるサービスカットをねらっております。 

 その一方で、第１号被保険者の負担割合をふやし、保険料のさらなる値上げを進め

るなど、ますます負担ばかりで介護のない様相を強めております。これでは、安心で

きる介護はますます遠のき、高齢化が急速に進む本町のまちづくりにも極めてマイナ

スの影響を及ぼすことは必至であり、政府に対し抜本的な改善を求める必要性がある

と考え、本意見書を提案するものです。 

 それでは、お配りしております別紙を読み上げまして提案させていただきます。 

 発議第６号 

介護保険制度の改悪に反対し、抜本的改善を求める意見書 

 上記の議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第１項の規定に基づき提出します。 

 平成２９年１２月１９日 

                     提出者  和束町議会議員 岡本正意 

 和束町議会議長  岡田 勇 様 

介護保険制度の改悪に反対し、抜本的改善を求める意見書 

 介護保険制度は、それまで家庭に依存してきた介護負担を社会全体で支え、家族の

負担軽減を図るとともに、高齢者の人間らしい生活と尊厳を保障することを目的にス

タートしました。 

 制度開始から１７年経過した今日、当初の目的は達成されるどころか、３年ごとの
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改定のたびに保険料や利用料値上げ、介護報酬の削減やサービスの縮小などが繰り返

される中で、懸念された「保険あって介護なし」の事態が極めて深刻になっています。

６度目となる来年度からの改定内容も、「制度崩壊」に拍車をかける厳しいものにな

っています。 

 １２月１３日に厚労省が示した報告では、訪問介護の生活援助利用抑制の仕組みや

通所介護の大規模事業所の報酬引き下げなど、保険給付の削減を求める財務省の方針

に沿った厳しい内容になっています。特に、訪問介護の生活援助利用者を狙い撃ちに

した抑制策は、要介護認定による給付上限額の枠内のサービスさえ奪う制度の趣旨に

も反するものです。また、生活援助を担うスタッフの資格要件を緩め、より安価にす

る方向は、サービスの質的後退の危険性があります。 

 通所介護では前回の小規模事業所の基本報酬カットに続き、大規模事業所もカット

する方向で、サービス提供を支える事業所の経営困難がますます拡大する危険性があ

ります。このような改定は介護不安をますます助長するものであり、撤回、再検討す

べきです。 

 同時に、安心できる介護制度の構築、整備に向けて、抜本的な改善への転換が求め

られます。そのためにも、社会保障予算の削減路線を改め、介護報酬を大幅に引き上

げるとともに、介護労働者の処遇改善、在宅、施設サービスの充実、介護保険料、利

用料の負担軽減などを進めることが必要です。 

 高齢化が進む中、介護関係予算は削る対象ではなく充実すべき分野です。とりわけ

高齢化が急速に進む本町のような自治体、地域にとって安心できる介護制度の整備は

切実な願いであり、「地方創生」に欠かせない要素です。 

 政府におかれては、以上のような懸念や不安に正面から応え、安心できる介護保険

制度の整備、運用へ真剣な検討をされることを強く求めるものです。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、本意見書を提出します。 

 平成２９年１２月１９日 
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 衆 議 院 議 長  大島 理森 様 

 参 議 院 議 長  伊達 忠一 様 

 内 閣 総 理 大 臣  安倍 晋三 様 

 財 務 大 臣  麻生 太郎 様 

 厚 生 労 働 大 臣  加藤 勝信 様 

                           京都府相楽郡和束町議会 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 ６番、岡本議員、賛成、反対。 

○６番（岡本正意君） 

 発議第６号について賛成討論を行います。 

 意見書の冒頭にもあるように、介護保険制度は社会全体で高齢者の介護や生活を支

え、尊厳を守るとともに、家族自身の負担を減らし、生活を支えるために創設されま

した。 

 しかし、実際は、制度の改定が行われるたびに負担がふえ、サービスカットが繰り

返される中で、「老老介護」「介護難民」「介護離職」「介護殺人」など、介護をめ

ぐる状況は、むしろ厳しさを増しております。専門職として介護を担うヘルパー等、

介護職員の処遇改善も遅々として進まず、介護離職も後を絶ちません。制度は極めて

深刻な事態になっております。 

 来年度からの制度改定で焦点となっている生活援助を主とした訪問介護の回数制限
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は、認定に基づく利用限度額の範囲内でのサービスさえも問題視し、利用抑制を図ろ

うとするものであり、もはや保険制度としての機能不全、崩壊のあらわれと言わざる

を得ません。 

 この問題では、生活援助のスタッフを簡易な研修で養成したものを新たに配置する

動きもあり、サービスの質的な後退にもつながるもので、二重三重に許されない改悪

です。 

 介護報酬は全体で０.５４％引き上げるとしていますが、前回の大幅削減による大

打撃を補うにはほど遠いもので、サービスごとの改定率ではマイナス改定になるもの

もあり、事業所の厳しい状況の改善には焼け石に水であり、抜本的な引き上げが不可

欠となっております。 

 第一号被保険者、高齢者の介護保険料についても、負担割合を現行から１％引き上

げ、さらなる負担増を誘導しており、現行でも極めて高い水準にある本町の介護保険

料も、基準額で月額２５０円程度の値上げが予定され、ついに６,０００円を上回る

方向であり、年金天引きの特別徴収でも、極めて低い年金受給者が対象の普通徴収で

も、ますます厳しい事態が予想されます。これでは、幾ら制度が維持されても、肝心

の高齢者、利用者が置き去りにされ、負担だけ押しつけてサービスは使えない事態が

進むだけであり、国家的詐欺同然と言われても仕方がない状況です。 

 政府は社会保障費の自然増さえ認めずカットする方針ですが、高齢化に伴う介護費

用などは必要経費であり、意見書にもあるように削減する対象ではなく、充実させる

ことこそ必要であり、当然のことです。 

 談合疑惑が浮上したリニア新幹線や無駄としか言いようのない北陸新幹線の延伸、

巡航ミサイルや欠陥機であるオスプレイなどに巨額の予算を充てる余裕があるのであ

れば、必要経費である介護や福祉にこそ充当すべきではないでしょうか。 

 以上の点を指摘し、賛成討論といたします。 

○議長（岡田 勇君） 
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 ほかにありませんか。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 発議第６号 介護保険制度の改悪に反対し、抜本的改善を求める意見書を原案のと

おり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立少数です。 

 したがって、発議第６号 介護保険制度の改悪に反対し、抜本的改善を求める意見

書は否決されました。 

 日程第９、委員会の閉会中の継続審査・調査についてを議題といたします。 

 各委員長から、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付の申し出一覧表のと

おり、閉会中の継続審査・調査の申し出があります。 

 お諮りいたします。 

 各委員長の申し出のとおり、委員会の閉会中の継続審査・調査に付することにご異

議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、各委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査・調査に付することに

決定いたしました。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会に付された事件は全て議了いたしました。 

 したがって、会議規則第７条の規定により、本日をもって閉会したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、今期定例会は、本日をもって閉会することに決定いたしました。 

 町長、挨拶。 

○町長（堀 忠雄君） 
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 平成２９年第４回の定例会を閉会されるに当たりまして、一言お礼のご挨拶をさせ

ていただきたいと思います。 

 本議会に提案をさせていただきました全議案におきまして、原案どおりご承認をい

ただきまして本当にありがとうございました。 

 今回も議会を通じて多くのご意見を賜りしました。特に、議案の内容によっては、

もっと委員会で十分説明するようにと、こういうご意見もいただき、私どもは本当に

重く受けとめさせていただきました。以後、十分気をつけてまいりたいと、このよう

に思いますので、これからも議員の皆様方には和束町のまちづくり全般にわたりまし

ていろいろとご協力賜りますこと、そしてご支援賜りますことを切にお願いしたいと、

このように思います。 

 ことしは非常に寒い年末を迎えているわけでございますが、皆様方には十分お体に

は気をつけていただいて、新しい年を迎えていただきますことを願いまして、御礼の

ご挨拶とさせていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（岡田 勇君） 

 これをもちまして、平成２９年和束町議会第４回定例会を閉会いたします。 

 ご苦労さまでございました。 

午後３時３４分閉会 
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 上記議事録は、その内容を正確にして事実に相違なきことを証するため、地方自治

法第１２３条第２項の規定によって署名する。 
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